
地
に
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の

広
報
相
談
課
は
二
階
に
、
税
の
め
ざ
し
て
約
一
千
億
円
を
投
じ

会
場
が
あ
り
、
福
祉
事
務
所
が
こ
の
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
は
神
戸

収
容
で
き
る
公
会
堂
と
大
小
集
月
初
め
か
ら
開
始
さ
れ
る
。

窓
口
、
課
税
課
は
三
階
に
造
ら
同
区
抑
部
谷
、
平
野
、
炉
谷
（
は

昨
年
八
月
か
ら
工
事
が
進
め
な
ど
の
地
元
住
民
が
約
五
百
人
カ
ベ
を
は
さ
ん
で
東
に
工
業
団
成
し
、
地
元
の
公
共
団
体
、
民

評
御
霊
姉
匪
準
癖
率
鍛
緬
噸
帝
鐸
雪
諦
咋
）
垂
恥
嘩
癖
搾
剖
奔
催
馳
許
晒
葬
“
詫
緬
唖
唾
需
癖
や
噸
埜
樺
唖
聖
請
に
応
え
よ
う
と

月
二
日
か
ら
業
務
を
開
始
し
た
五
人
に
よ
っ
て
平
家
以
来
の
郷
す
る
た
め
、
今
秋
か
ら
始
ま
る
最
近
の
研
究
と
し
て
は
市
場

新
庁
舎
は
神
戸
市
兵
庫
区
松
土
芸
能
〃
木
遣
音
頭
″
が
披
露
神
一
戸
高
速
鉄
道
を
近
い
将
来
延
の
新
傾
向
を
反
映
し
た
ホ
ー
ム

本
通
一
の
一
一
一
の
約
一
一
千
五
百
平
さ
れ
た
。

。
．
・
こ
昌
・
．
。
‐
７
－
１
．
戸
で
、
毎
コ

グ
曲
会
二
・
コ
．
き
・
ご
ロ
昏
口
・
幸
１
，
ｌ
夕
も

☆
兵
庫
区
役
所
新
庁
舎
完
成
自
治
会
、
婦
人
会
、
民
生
委
員

か
ら
行
な
わ
れ
た
落
成
式
に
は
接
″
の
理
想
郷
で
、
緑
地
帯
の

れ
て
い
る
。

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
四
階
建
百
五
十
倍
の
広
さ
を
も
つ
西
神

方
腕
の
敷
地
に
建
て
ら
れ
た
鉄
約
二
倍
、
甲
子
園
球
場
の
約
二

の
建
物
で
地
下
に
は
三
百
人
を
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設
が
十
一

一
階
に
、
市
民
課
、
福
利
課
、
市
開
発
局
が
五
十
三
年
完
成
を

九
月
二
十
九
日
午
前
十
時
半
つ
く
る
人
口
七
万
の
〃
職
住
近

ジ
ャ
ー
ナ
ル

経
済
ポ
ケ
ッ
ト

が
発
足
し
た
。

哩
乎

現
在
神
戸
電
鉄
湊
川
駅
か
ら
長
し
て
と
り
つ
け
る
予
定
。
ソ
ー
イ
ン
グ
産
業
に
着
目
し
、

、
一
、
‐
・
別
』
ｊ

市
内
の
企
業
と
共
に
海
外
同
業

舎
枢
津
雨
需
魂
℃
率
鋤
軒
誕
虹
癖
☆
耐
誼
誌
臥
詩
趣
会
シ
ス
テ
ム
者
と
の
提
携
準
備
を
進
め
て
い

る
。

諾
れ
ぱ
雨
の
日
の
便
も
よ
く
な
る
「
神
戸
に
新
し
い
産
業
を
創
造
所
在
地
神
戸
市
葺
合
区
浜
辺

所役

し
よ
う
」
と
の
地
元
財
界
の
意
通
五
丁
目
二
’
一
・
神
一
戸
商
工

唾
☆
西
神
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の

兵
建
設
始
ま
る

向
を
受
け
て
、
こ
の
ほ
ど
神
戸
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
六
Ｆ

で
東
京
、
大
阪
に
頼
っ
て
い
た

せ
た
に
）
三
町
に
ま
た
が
っ
て

神
戸
市
垂
水
区
の
広
い
丘
陵
商
工
貿
易
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
六
階
Ｔ
Ｅ
Ｌ
二
五
一
’
○
五
一
二

☆ＫＯＢＥオフイスレデイ☆

ど
の
新
タ
イ
プ
の
研
究
員
を
養

調
査
に
あ
た
る
ほ
か
、
こ
れ
ま

究
所
（
理
事
長
牛
尾
吉
朗
ウ
シ

る
種
類
の
地
域
問
題
の
研
究
。

ン
ク
タ
ン
ク
と
し
て
、
あ
ら
ゆ

こ
の
研
究
所
は
神
戸
初
の
シ

オ
エ
業
社
長
、
水
谷
頴
介
所
長
）

に
財
団
法
人
社
会
シ
ス
テ
ム
研

シ
ス
テ
ム
ズ
・
ア
ナ
リ
ス
ト
な

Ｉ海峡の街（明石）から港の街までおよそ三十分：
Ｉぐらい電車に揺られてやって来るんです。歌を唄ｉ
i ったり、坂道を登ったり、月を眺めたり、毎日い！
Iそがしくて大変なんだそうです。声が大きくて内ｉ
ｉ緒話がI こがてで、いつ何処の町にもいそうな、明；
i おくて健康的なお嬢さんです。

域蕊蕊謹爵

柏木千枝さん（1 8 歳）
明治生命
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筋

さ

滞
挙
茨
，
紫
抑
→
側
聡
倣

紫
紫
非
み
よ
Ｉ
鞭

舗
斗
鮮
撫
斗
…
：

共
鑓
”
噸
峨
蕊
蕊

本 １
３８

＝ずツ弓漂二子Iざ 前

賑

内

‘心
前

|;智エ ーハイ とｓ

秋.ノ
する…………秋

スポーツの……秋
おしゃれな……秋
読書の…………秋

秋のもつ魅力は沢: 1 1 あ: ｊ未すが．…．
でも

やうまり秋は何と言〕ても《味覚》ですね‘，
秋の夜長に、ユーハイムのバウムクーヘン
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完
全
で
あ
り
岩
盤
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
表

地
盤
が
軟
弱
で
あ
っ
た
り
、
湧
水
が

箸
る
し
い
と
い
っ
た
場
合
、
土
木
工
事

は
困
難
を
極
め
る
が
、
そ
の
不
利
左
影

響
を
機
械
的
に
措
置
す
る
方
法
の
一
つ

に
「
職
結
工
法
」
が
あ
る
。
ｌ
地
盤

に
寒
冷
源
を
供
給
し
て
工
事
対
象
地
盤

を
凍
結
さ
せ
て
軟
弱
地
盤
の
強
度
を
増

加
さ
せ
た
り
、
凍
結
土
を
連
続
さ
せ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
工
事
対
象
地
盤
を
締

切
っ
て
止
水
を
図
る
工
法
で
あ
る
。

×
×
×

凍
結
工
法
の
施
工
順
序
は
図
示
し
た

よ
う
に
、
凍
結
し
よ
う
と
す
る
地
盤
中

に
所
要
の
深
さ
ま
で
、
五
○
’
一
五
○

セ
ン
チ
の
間
隔
で
、
長
さ
四
○
’
一
○

○
セ
ン
チ
程
度
の
耐
寒
性
の
凍
結
用
鋼

管
を
埋
設
す
る
。
こ
れ
ら
の
鋼
管
は
地

上
で
凍
結
さ
れ
、
管
中
に
冷
却
材
（
液

体
窒
素
ま
た
は
ブ
ラ
イ
ン
溶
液
）
を
流

す
。
凍
結
管
を
中
心
に
同
心
円
状
に
周

囲
地
盤
が
凍
結
し
て
発
達
し
て
い
く
。

隣
の
凍
結
管
か
ら
発
達
し
て
き
た
凍
結

土
と
つ
い
に
は
連
続
し
て
凍
結
土
の
壁

が
地
盤
中
に
造
成
さ
れ
る
。
本
工
事
の

種
類
に
よ
っ
て
適
当
な
厚
さ
の
凍
結
土

が
あ
る
期
間
維
持
で
き
る
よ
う
冷
却
材

諸
岡
博
熊

〈
阪
神
外
貿
埠
頭
公
団
工
務
部
長
〉

東 ☆
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
⑰

結

工
法

の
流
れ
を
調
節
す
る
本
工
事
終
了
後
、

冷
却
材
の
注
入
を
中
止
す
る
と
凍
結
土

は
地
中
温
度
や
水
な
ど
で
徐
々
に
凍
結

前
の
地
盤
に
戻
る
。

×
×
×

注
入
管
を
通
じ
て
低
温
液
化
ガ
ス
を

直
接
地
盤
に
注
入
し
直
接
熱
交
換
す
る

方
法
と
凍
結
管
に
冷
却
材
を
流
し
込
み

間
接
的
に
熱
交
換
を
行
な
う
方
法
左
ら

び
に
両
者
の
併
用
方
式
な
ど
の
凍
結
方

法
が
あ
る
。
冷
却
材
料
に
は
、
塩
化
カ

ル
シ
ュ
ウ
ム
水
溶
液
ま
た
は
塩
化
ナ
ト

リ
ュ
ウ
ム
水
溶
液
を
冷
凍
機
で
冷
却
し

た
も
の
を
冷
却
材
と
す
る
「
プ
ラ
イ
ン

溶
液
方
式
」
と
、
液
体
窒
素
ま
た
は
液

体
空
気
を
凍
結
管
中
で
適
度
に
ガ
ス
化

し
て
冷
却
材
と
す
る
「
低
温
液
化
ガ
ス

無
関
係
に
凍
結
工
法
が
適
用
で
き
る
。

束

わ
め
て
高
い
。
④
凍
結
土
は
遮
水
性
が

凍
結
が
あ
る
程
度
進
行
し
た
時
点
で
低

ブライン方謹

低
逼
液
化
ガ
ス
ラヮ
ヱヒ

ﾛ 劣浄 秀
４
．
．
。
．

溢伊

慨
粘
開
始

に
よ
る
液
化
ガ
ス
亜
転

タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
亦

貯
幅
の
岐
尻

排
気
管
配
管

源
鎗
祷
配
管

循旋駈
菅詮間
の倫維
l ほど

祇驚

: も左液が法ばてめ
ある時堀で、用と一
るたク削地液いか時
・め１時下化ら止的

画
で
き
る
。

形
状
に
あ
わ
せ
凍
結
範
囲
を
自
由
に
計

た
え
る
。
⑤
自
然
解
凍
時
間
が
長
い
の

ど
の
付
着
結
合
も
強
固
か
つ
安
全
に
行

体
が
ほ
ぼ
マ
イ
ナ
ス
五
○
度
Ｃ
ま
で
東

的
強
度
は
、
実
施
前
の
強
度
に
比
べ
き

均
一
で
あ
る
。
③
凍
結
土
の
各
種
力
学

②
固
結
程
度
、
固
結
範
囲
が
む
ら
な
く

化
砦

うち「

液
は
主
成
分
は
塩
水
で
あ
っ
て
そ
れ
自

×
×
×

結
し
た
い
よ
う
調
合
さ
れ
た
溶
液
で
あ

で
あ
る
。
⑥
目
的
の
本
工
事
拙
造
物
の

で
不
測
事
態
が
生
じ
て
も
比
較
的
安
全

温
液
化
ガ
ス
の
循
環
方
式
ま
た
は
ブ
ラ

温
液
化
ガ
ス
を
直
接
地
盤
に
注
入
し
、

１
３９

１

式
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
循
環
さ

イ
ン
方
式
に
切
り
替
え
る
も
の
。

る
。
併
用
方
式
と
は
、
凍
結
初
期
に
低

せ
て
凍
結
さ
せ
る
。
ｌ
ブ
ラ
イ
ン
鱈

本
工
法
の
長
所
は
、
①
土
の
種
類
に

×
×
×

斧
杏
地
盤
改
良
に
よ
っ
て
土
留

水
の
た
め
の
仮
設
工
法
と
し

れ
る
例
が
多
い
が
、
例
え

天
然
ガ
ス
タ
ン
ク
を
凍
結
工

に
構
築
し
た
と
き
、
凍
結
土

に
土
留
壁
と
し
て
働
き
、
貯

ル
ダ
ウ
ン
の
費
用
が
割
安
と

建
設
費
が
安
く
な
る
応
用
例
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課錨謹蝿蕊織鑑蕪蕪

●街にとって、もっと大切なことは、川が貴
重なオープンスペースだということです。
道路・鉄道が都市の動脈とするなら、河川
は、街の静脈といっていいでしょう。新しい
活力や物資・情報の流れを支える動脈に対し
て、静かに街のいろいろなものを昔から流し
続けていく川とその水際は、人間にとっての
静脈のような役割を果しています。

・芦屋・西宮といった六甲山を背にした阪神
間の街は、神戸と同じような街のパターンを
もち、武庫川・夙川・芦屋川といった美しい
川を育ててきました。そこには、川をだいじ
にしてきた歴史の足跡がみられます。
神戸の川は、新湊川・新生田川に代表され
る川の付替が、川とその水際への愛情を蓄積
できなくしてしまったのかもしれません。こ
れからの神戸のアーバンデザインの最大の焦
点のひとつとして、山と海をつなぐ緑のタテ
軸＝川とその水際のデザインを次回から検討
してみたいと思います。

（小林郁雄）

●山が海にせまり、帯状の市街地を形造って
いる神戸の街では、川は帯を断ち切るように
タテ方向に流れていて、平常はほとんど水が
ありません。が、いったん豪雨ともなれば、
六甲山の土砂を含んだすさまじい急流となる
ことは、昭和1 3 年．４２年の被害で、記憶に新
しいところです。
神戸の川は、短かく小さいものにもかかわ
らず、大切にされなければならない理由のひ
とつです。

神
戸
の
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
⑬

神
戸
の
川
工
ｌ
川
は
都
市
の
静
脈

ｌ
…
‐
…

巳

4０

閣踊授錘
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☆「ゴミ戦争」といった廃棄物処理の問題が
全世界的に問題化し、どこでも有効な対策が
なく困っているのが現状です。
唯一の完全な方法は、ゴミを出さないこ
と。そのためには、ゴミをもういつぺん再利
用することが、システマチックに、真剣に検
討されています。
「もの」を作り、売ることが資本主義・近

代経済の原理となっているしくみに対し、人
間として、「もの」は、いつくしみ使うとこ
ろに本質があるという激しい疑問が投げかけ
られているのです。

4１

☆もう、かれこれ一年程前になります。私達
のチームで「お祭り好き」（もちろん、私も
そのひとりです）が、〈六甲イベントシリー
ズ＞と銘うって、その第１回一「しらみ」
の市を開催しました。
六甲台の神戸大学前の広つばにむしろをひ
ろげ、いろんなガラクタが集まりました。セ
ーター・茶ワン・灰皿・レコード・ポスター
・洋酒・化粧品左どといったものでした。カコ
の著名なパリの「のみ」の市に比べ、やや
（というより大変）みすぼらしく、かつ、日
本的であるところから、「しらみ」の市とな
ったのです。

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
水
谷
頴
介
十
チ
ー
ム
・
Ｕ
Ｒ

「
し
ら
み
」
の
市

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
⑳

デ聯イアンアカデミーで、ハンドクラフトの日
曜市で、たくさんの人が古くなった「もの」
や、手造りの「もの」を大切にしているよう
です。
また、秋がきたので、今年は、イベントシ
リーズ第五弾「古本市」でも、やろうと思っ
ています。

（小林郁雄）

（右ページ中下・下）
☆あちらこちらの団地の奥さんの間で、カナ新湊川河辺のスラムとインター・チェンジ

（右ページ上・中上）
美しい木々の緑と閑静な住宅が並ぶ夙川河辺

（左ページ上下）
神戸大学前の広場で開かれたしらみの市
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差
別
級
の
腹
仇
と
完
勝
を
予
想
し
て
い
た
ム
キ
も
少
な
く
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
だ
け
に
、
こ
の
惨
敗
が
日
本
国
民
に
与
え
た
影
響

は
大
き
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
日
本
柔
道
界
の
関
係
者
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
一
般
国
民
の
間
で
も
日
常
の
会
話
で
「
い
っ
た
い
、

今
日
ま
で
日
本
人
が
世
界
無
比
の
お
家
芸
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
世

界
に
誇
っ
て
き
た
柔
道
は
今
後
ど
う
な
る
の
か
」
と
い
う
悲
観
の

さ
さ
や
き
が
か
な
り
聞
か
れ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
ほ
ど
兵
庫
県
下
在
住
の
代
表
的
な
柔
道
家
た
ち
ｌ

田
村
亨
（
兵
庫
県
体
育
協
会
長
・
四
段
）
山
本
正
信
（
元
県
警
柔

道
師
範
・
八
段
）
西
本
克
巳
（
県
柔
道
協
会
理
事
。
七
段
）
中
島

五
市
（
県
柔
道
協
会
理
事
長
・
八
段
）
浜
田
亀
千
代
（
県
柔
道
協

会
理
事
・
七
段
）
の
五
氏
に
日
本
選
手
の
敗
因
な
ど
に
つ
い
て
キ

タ
ン
な
い
意
見
を
聞
い
て
み
た
が
、
以
下
は
そ
の
集
約
版
で
あ

る
。Ａ

柔
道
が
海
外
に
紹
介
さ
れ
た
の
は
戦
前
か
ら
だ
し
、
す
で

に
か
ま
り
の
年
月
が
た
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
外
人
選
手
に
ヘ
ー

シ
ン
ク
や
ル
ス
カ
の
よ
う
な
強
力
選
手
が
出
現
し
た
か
ら
と
い
っ

て
、
ま
た
そ
の
た
め
に
日
本
選
手
が
敗
け
た
か
ら
と
い
っ
て
た
だ

神戸遊戯誌1 1 0
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☆
日
本
の
敗
因
と
柔
道
着
の
改
良

「
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
ジ
ュ
ー
ド
ー
・
ニ
ッ
ポ
ン
が

重
量
級
、
無
差
別
級
に
加
え
て
、
安
泰
だ
と
い
わ
れ
て
い
た
軽
重
量

級
ま
で
も
ろ
く
も
崩
れ
去
る
の
を
観
戦
し
な
が
ら
、
柔
道
愛
好
家

の
一
人
と
し
て
、
（
中
略
）
思
わ
ず
い
て
も
立
っ
て
も
お
れ
な
く

な
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
軽
重
量
級
で
日
本
選
手
が
敗

れ
た
そ
の
日
、
東
京
の
講
道
館
に
は
〈
柔
道
な
ん
か
や
め
て
、
ダ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
し
て
し
ま
え
Ⅲ
〉
と
怒
り
の
電
話
を
か
け
て
き
た

人
が
い
た
そ
う
で
あ
る
」
と
、
某
週
刊
誌
に
福
田
満
氏
（
新
潟

地
区
柔
道
連
盟
理
事
、
柔
道
六
段
）
が
書
い
て
い
る
が
、
全
く
あ

の
時
国
内
で
も
テ
レ
ビ
な
ど
で
柔
道
の
試
合
を
見
な
が
ら
、
日
本

代
表
選
手
の
期
待
は
ず
れ
の
活
躍
ぶ
り
に
、
思
わ
ず
「
日
本
の
柔

道
危
う
し
」
と
口
走
っ
て
た
さ
け
な
い
気
持
ち
に
な
っ
た
国
民
は

ず
い
ぶ
ん
多
か
っ
た
の
に
相
違
な
い
。
た
と
え
こ
の
前
に
オ
ラ
ン

ダ
の
へ
－
シ
ン
ク
に
よ
っ
て
日
本
柔
道
の
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
の
夢

が
す
で
に
破
ら
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
こ
ん
ど
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
で

は
、
軽
重
量
級
の
圧
勝
は
も
ち
ろ
ん
、
あ
わ
よ
く
ば
重
量
級
、
無 未来のオリンピック目指して（灘孝道館にて）

重雄柔道①

西本克己氏山本正信氏

青木
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ち
に
絶
望
的
に
な
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
柔
道
の
国
際
化
が
実

を
結
ん
だ
一
つ
の
証
拠
と
し
て
逆
に
喜
ん
で
や
る
心
の
余
裕
を
残

し
た
い
気
も
す
る
。
外
人
か
ら
習
っ
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
日
本
が

世
界
で
優
勝
で
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
の
逆
の
ケ
ー
ス
と
考

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
際
勝
敗
に
ば
か
り
こ
だ
わ
る
の

は
ど
う
か
と
思
う
。

Ｂ
と
い
っ
て
も
負
け
だ
。
そ
の
第
一
原
因
は
体
力
差
だ
。
こ

れ
が
勝
敗
に
影
響
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
だ
が
、
日
本
人
に

も
今
日
は
外
人
に
負
け
ぬ
体
力
の
所
有
者
が
出
現
し
て
い
る
。
と

こ
ろ
が
、
ど
う
も
体
格
が
合
わ
ぬ
不
適
者
を
重
量
級
に
も
っ
て
き

て
技
術
の
伸
び
を
止
め
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
の
は
困
っ

た
こ
と
だ
。
高
校
時
代
か
ら
選
手
の
選
び
方
に
も
問
題
が
あ
る
。

ま
た
、
日
ご
ろ
外
人
選
手
と
の
試
合
の
経
験
が
少
な
い
の
も
勝
て

ぬ
理
由
の
一
つ
だ
ろ
う
。

Ｃ
体
力
差
と
い
う
が
、
古
今
の
大
勝
負
を
み
て
も
、
体
力
差

を
ハ
ネ
の
け
て
勝
っ
て
い
る
例
は
い
く
ら
も
あ
る
。
つ
ま
り
は
精

神
力
で
あ
る
。
今
日
の
選
手
に
は
精
神
力
の
弱
さ
が
認
め
ら
れ

る
。
ど
う
し
て
も
日
本
の
伝
統
を
守
る
た
め
に
：
：
：
と
い
う
気
は

く
に
い
ま
一
つ
欠
け
て
い
る
よ
う
だ
。

Ｄ
そ
れ
に
今
日
の
若
い
選
手
は
コ
ー
チ
に
あ
ま
り
素
直
で
な

い
。
そ
の
点
外
人
選
手
は
素
直
だ
。
彼
ら
は
日
本
人
よ
り
元
来
腰

は
弱
い
が
、
練
習
す
る
と
う
ま
く
お
ぼ
え
る
。
ヘ
ー
シ
ン
ク
も
ル

ス
カ
も
来
日
し
た
時
、
日
本
の
代
表
選
手
ら
が
相
手
を
し
て
く
れ

ぬ
の
で
、
天
理
大
の
学
生
ら
と
よ
く
練
習
試
合
を
重
ね
て
よ
く
コ

ツ
を
の
み
込
ん
だ
。
篠
巻
選
手
な
ど
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
試
合
で
も
得

意
の
大
わ
ざ
を
み
ん
な
が
望
ん
で
い
た
の
に
使
わ
ず
に
ず
る
ず
る

と
負
け
て
し
ま
っ
た
。

Ｅ
神
永
選
手
も
寝
わ
ざ
を
教
え
に
行
っ
て
も
や
ら
な
い
。
あ

れ
で
は
国
際
試
合
で
は
常
勝
で
き
な
い
。
練
習
量
も
欧
米
選
手
の

方
が
総
体
的
に
多
い
の
で
は
な
い
か
。

Ｂ
選
手
生
命
が
短
か
く
な
っ
た
の
も
困
り
も
の
だ
。
昔
は
中

学
時
代
か
ら
柔
道
が
正
課
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
少
年
時
代

か
ら
お
ぼ
え
て
し
か
も
四
十
代
に
な
っ
て
も
や
め
ず
、
公
式
試
合

に
出
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
し
、
警
察
で
も
二
十
五
、
六
歳
か

ら
始
め
て
十
年
や
っ
て
な
お
全
国
大
会
で
、
二
十
歳
代
と
対
等
の

試
合
を
や
っ
た
者
も
少
ま
く
な
い
。
と
こ
ろ
が
現
代
で
は
二
十

七
、
八
歳
に
な
る
と
や
め
た
い
と
い
う
警
察
官
が
多
い
。
気
持
ち

の
持
ち
方
が
ず
い
ぶ
ん
違
っ
て
き
た
。

Ｃ
一
つ
は
欧
米
選
手
に
は
生
活
の
保
証
が
あ
る
か
ら
で
は
な

い
か
。
ル
ス
カ
な
ど
三
十
一
歳
だ
が
、
す
で
に
会
社
を
や
め
柔
道

だ
け
で
食
っ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
同
じ
だ
。
先
般
フ
ラ
ン
ス

か
ら
帰
っ
て
き
た
粟
津
正
蔵
七
段
は
む
こ
う
で
先
生
を
し
て
月
収

五
百
ド
ル
も
ら
っ
た
そ
う
だ
。
ソ
連
で
も
会
社
の
課
長
級
以
上
の

手
当
て
が
も
ら
え
る
。
こ
れ
で
は
外
人
選
手
が
熱
心
に
や
る
ハ
ズ

だ
。
そ
の
点
メ
シ
の
タ
ネ
に
な
ら
ぬ
日
本
選
手
が
真
け
ん
に
や
ら

ぬ
こ
と
を
あ
ま
り
非
難
で
き
ま
い
。

Ａ
昔
ほ
ど
大
会
社
な
ど
が
有
名
選
手
の
獲
得
に
力
を
入
れ
ぬ

こ
と
も
一
つ
の
理
由
だ
。
そ
の
う
え
二
十
七
、
八
歳
に
な
る
と
ス

ポ
ー
ツ
よ
り
仕
事
に
精
を
出
さ
せ
る
会
社
が
ふ
え
て
き
た
。

Ｄ
こ
れ
は
わ
が
国
の
柔
道
界
に
と
っ
て
今
後
の
大
き
な
問
題

だ
。
以
上
あ
げ
た
諸
理
由
を
よ
く
検
討
し
て
国
民
み
ん
な
の
協
力

を
得
て
今
後
の
日
本
の
柔
道
を
強
く
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
う
が

Ｏ
Ａ
そ
れ
に
寺
、
ユ
ン
ヘ
ン
大
会
で
痛
感
し
た
の
だ
が
、
試
合
中

柔
道
着
の
服
装
が
よ
く
乱
れ
て
、
そ
の
乱
れ
を
直
す
間
試
合
を
中

止
し
て
い
る
の
は
困
っ
た
こ
と
だ
。
あ
の
中
止
タ
イ
ム
を
計
算
に

入
れ
て
試
合
を
す
る
選
手
ま
で
い
る
そ
う
だ
が
言
語
道
断
だ
。
外

人
も
奇
異
に
感
じ
て
い
る
ら
し
く
、
な
ん
と
か
服
装
を
改
良
し
て

は
、
と
い
っ
て
き
て
い
る
人
も
い
る
そ
う
だ
。

Ｅ
同
感
だ
ね
。
昔
の
武
士
は
試
合
の
時
帯
が
ほ
ど
け
ぬ
よ
う

水
で
濡
ら
し
た
と
い
う
が
、
全
然
心
が
ま
え
が
違
う
。

Ａ
一
つ
県
柔
道
協
会
が
音
頭
取
り
で
柔
道
着
の
改
良
に
乗
り

出
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
？
古
老
の
考
え
だ
け
で
な
く
、
新
し
い

視
野
で
柔
道
着
を
作
り
変
え
て
は
？

一
同
賛
成
だ
ね
。

（
四
七
・
一
○
・
五
記
）

１
４３

１
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橋
本
明

シ
ア
ト
ル
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
の
中
心
部
に
「
パ
ィ
オ
ー
ー
ァ
・
ス

ク
エ
ア
ー
」
と
い
う
広
場
が
あ
る
。
文
字
通
り
こ
こ
は
シ
ア
ト
ル

開
拓
時
代
の
中
心
部
で
あ
り
、
シ
ア
ト
ル
発
展
の
歴
史
は
こ
の
パ

イ
オ
ニ
ア
・
ス
ク
エ
ア
ー
か
ら
始
っ
た
と
い
え
る
が
、
今
で
は
町

の
中
心
は
移
動
し
、
急
速
な
都
市
化
の
流
れ
に
取
り
残
さ
れ
て
、

こ
の
広
場
は
労
務
者
や
ア
ル
中
患
者
の
溜
り
場
の
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
広
場
の
す
ぐ
近
く
、
一
蒋
街
の
一
○
○
九
番
地
に
「
フ
ァ

ー
ス
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
セ
ツ
ル
メ

ン
ト
活
動
を
し
て
い
る
福
祉
機
関
が
あ
る
と
聞
い
た
の
で
、
あ
る

日
私
は
一
人
で
見
学
に
出
か
け
て
い
っ
た
。

一
番
街
の
ゴ
チ
ャ
ゴ
チ
ャ
と
し
た
小
さ
な
商
店
や
料
理
屋
が
立

ち
並
ぶ
店
の
間
に
貴
国
冒
詐
Ｐ
く
①
目
①
の
関
風
８
○
の
日
関
ご
と
窓

ガ
ラ
ス
に
描
か
れ
た
一
軒
の
店
が
目
に
つ
い
た
の
で
、
戸
ビ
ラ
を

開
け
て
中
に
入
る
と
、
薄
暗
い
室
内
に
は
タ
バ
コ
の
煙
が
た
ち
こ

め
、
テ
レ
ビ
の
音
が
ガ
ン
ガ
ン
部
屋
の
中
に
響
き
わ
た
っ
て
い

る
。
ガ
ラ
ン
と
し
た
室
内
に
は
無
造
作
に
机
や
テ
ー
ブ
ル
や
長
椅

子
が
置
か
れ
、
く
だ
け
た
服
装
の
男
た
ち
が
十
数
人
、
チ
ェ
ス
や

玉
突
き
を
し
た
り
、
雑
誌
を
読
ん
だ
り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
ん
だ
り

で
、
み
な
そ
れ
ぞ
れ
が
勝
手
に
好
き
な
こ
と
を
し
て
い
る
。
そ
の

異
様
な
雰
囲
気
に
や
や
恐
れ
を
感
じ
な
が
ら
奥
に
入
っ
て
デ
ィ
レ

ク
タ
ー
の
ユ
ー
ジ
ン
・
カ
イ
ザ
ー
氏
に
あ
っ
た
。

●
世
界
の
福
祉
施
設
ル
ポ
〈
”
〉

フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー

’
4４

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

カ
イ
ザ
ー
氏
は
年
の
頃
三
十
四
、
五
歳
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
・
チ
ャ

キ
リ
ス
に
よ
く
似
た
カ
ッ
コ
イ
イ
男
性
。
私
は
彼
か
ら
、
こ
こ
が

一
体
ど
う
い
う
所
で
、
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
る
の
か
を
手
畑
か

に
た
ず
ね
て
み
た
。

簡
単
に
い
え
ば
、
こ
こ
は
表
の
窓
ガ
ラ
ス
に
描
か
れ
て
い
る
そ

の
名
の
通
り
、
一
番
街
に
あ
て
も
な
く
集
っ
て
く
る
人
達
の
た
め

の
憩
い
の
場
で
あ
り
、
相
談
所
で
あ
り
、
友
人
を
つ
く
る
場
所
で

も
あ
る
。

セ
ン
タ
ー
の
こ
の
場
所
は
、
以
前
は
リ
ュ
ー
ベ
ン
・
ラ
ベ
ル
と

い
う
人
が
質
屋
を
営
ん
で
い
た
所
で
、
大
変
人
の
好
い
、
ヒ
ュ
ー

マ
ン
な
ラ
ベ
ル
お
じ
さ
ん
は
、
こ
の
一
番
街
で
質
屋
を
営
ん
で
い

ろ
ん
な
人
に
会
っ
て
い
る
う
ち
に
、
こ
の
辺
り
を
あ
て
も
な
く
、

職
も
な
く
、
友
人
も
左
く
ブ
ラ
ブ
ラ
と
無
為
に
坊
樫
し
て
い
る
多

く
の
貧
民
の
姿
に
目
を
と
め
、
何
と
か
し
て
彼
ら
に
活
気
に
満
ち

た
、
充
実
し
た
生
活
を
与
え
て
や
れ
な
い
も
の
か
と
考
え
つ
づ
け

て
い
た
。

あ
る
日
、
彼
は
そ
の
た
め
に
は
自
分
の
店
を
彼
ら
の
た
め
に
開

放
し
て
、
こ
の
場
所
を
一
番
街
を
さ
ま
よ
い
歩
く
人
達
の
た
め
の

「
何
で
も
セ
ン
タ
ー
」
に
し
よ
う
と
思
い
つ
い
た
。
こ
う
し
て

「
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ベ
ニ
ュ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
」
が
一
九
六

六
年
の
十
二
月
に
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
一
審
街
を
中
心
と
し
た
シ
ア
ト
ル
の
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
地
区

に
は
、
ア
ル
中
患
者
や
犯
罪
者
、
失
業
者
、
麻
薬
中
毒
者
、
浮
浪

者
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
社
会
の
落
伍
者
や
ア
メ
リ
カ
の
急
速
な
物
質

文
明
か
ら
は
み
出
し
た
人
達
が
、
人
生
に
何
の
目
的
も
見
出
せ
ず

孤
独
で
無
為
な
や
り
き
れ
な
い
毎
日
を
お
く
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
孤
独
な
人
達
が
お
互
い
に
寄
り
集
っ
て
話
合
い
、
友
達
に
な
り
、

そ
し
て
助
け
合
っ
て
い
く
た
め
の
場
所
が
こ
の
セ
ン
タ
ー
な
の
で

あ
る
。毎

日
一
五
○
人
以
上
の
人
達
が
こ
こ
の
扉
を
開
く
そ
う
だ
が
、

そ
の
中
に
は
犯
罪
の
前
歴
を
も
っ
て
い
る
者
も
か
な
り
多
い
と
聞

く
。
そ
う
い
わ
れ
て
周
り
を
見
回
す
と
皆
そ
れ
ぞ
れ
一
く
せ
も
こ

く
せ
も
あ
り
そ
う
で
ち
ょ
っ
と
お
っ
か
な
い
気
も
す
る
。

彼
ら
は
こ
こ
で
ヒ
ゲ
を
そ
り
、
衣
服
を
着
替
え
、
洗
濯
も
し
、
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仕
事
の
情
報
も
交
換
す
る
。
遊
ん
で
も
い
い
し
、
椅
子
に
坐
っ
て

い
る
だ
け
で
も
い
い
。
疲
れ
て
い
れ
ば
ソ
フ
ァ
に
職
に
な
っ
て
眠

っ
て
も
か
ま
わ
な
い
。
特
別
な
規
則
は
何
も
な
い
し
、
日
課
も
な

い
の
で
好
き
な
時
に
ブ
ラ
リ
と
や
っ
て
き
て
好
き
な
こ
と
を
す
れ

ば
い
い
の
だ
。
全
く
自
由
勝
手
そ
の
も
の
だ
が
、
こ
の
セ
ン
タ
ー

に
も
絶
対
守
る
べ
き
原
則
が
二
つ
あ
る
。
そ
れ
は
、

①
他
人
の
過
去
は
絶
対
間
う
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

②
誰
に
対
し
て
も
〃
説
教
″
は
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
。

の
二
つ
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
カ
イ
ザ
ー
氏
は
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ
大
学
卒
業
後

教
誰
院
で
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
し
て
働
い
て
い
た
経
験
か
ら
、
こ
の

セ
ン
タ
ー
に
足
を
踏
み
入
れ
る
人
達
の
多
く
は
決
し
て
楽
し
い
過

去
を
も
っ
て
い
な
い
し
、
仙
人
か
ら
と
や
か
く
説
教
さ
れ
る
の
に

は
も
う
飽
き
飽
き
し
て
い
る
こ
と
を
身
を
も
っ
て
知
っ
て
い
る
。

彼
ら
の
暗
い
過
去
の
傷
に
触
れ
、
説
教
め
い
た
こ
と
を
い
え
ば

彼
ら
の
足
は
ま
た
自
然
に
遠
の
き
、
扉
は
二
度
と
開
か
れ
な
い
の

は
火
を
み
る
よ
り
明
ら
か
な
こ
と
な
の
だ
。

「
過
去
の
罪
を
責
め
、
説
教
に
明
け
暮
れ
る
刑
務
所
生
活
と
い
う

の
は
決
し
て
犯
罪
者
の
社
会
復
帰
に
は
プ
ラ
ス
に
な
ら
な
い
。
そ

れ
ど
こ
ろ
か
、
責
任
あ
る
社
会
生
活
か
ら
彼
ら
を
ま
す
ま
す
遠
ざ

け
る
だ
け
の
こ
と
で
す
よ
」
と
カ
イ
ザ
ー
氏
は
い
う
。

「
他
人
の
詮
索
、
干
渉
は
一
切
し
な
い
こ
と
」
は
彼
の
体
験
か
ら

生
ま
れ
た
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
鉄
則
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
生
ま
れ
て
戎
だ
二
年
た
ら
ず
で
、
非
常
に
乏
し
い

予
算
で
運
営
さ
れ
て
い
る
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
支
え
て
い
る
の
は
他

な
ら
ぬ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
彼
ら
は
思
い
思
い
に
こ
こ
へ
足

を
運
び
、
コ
ー
ヒ
ー
を
わ
か
し
た
り
、
洗
濯
を
し
た
り
、
掃
除
を

し
た
り
、
ま
た
浮
浪
者
や
ア
ル
中
患
者
の
話
相
手
に
な
っ
た
り
す

る
。
設
立
当
初
か
ら
金
銭
に
は
か
え
ら
れ
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
て
お
り
、
彼
ら
の
参
加
が
な
け
れ
ば
こ
の
セ
ン
タ
ー
も
と
っ
く

に
戸
ビ
ラ
を
閉
じ
て
い
た
こ
と
だ
ろ
う
。

毎
週
火
曜
日
の
夜
七
時
半
か
ら
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
の
活
動
方
針

に
つ
い
て
、
浮
浪
者
や
失
業
者
、
ア
ル
中
患
者
、
さ
ら
に
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
ま
じ
え
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
行
な
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
カ
イ
ザ
ー
氏
の
す
す
め
で
、
あ
る
夜
私
も
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
に
出
席
し
て
み
た
。
当
Ｈ
は
約
五
○
人
ぐ
ら
い
が
集
ま

り
、
コ
ー
ヒ
ー
を
片
手
に
部
屋
中
が
熱
気
で
あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
熱

心
な
話
合
い
が
夜
退
く
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

私
の
隣
り
に
坐
っ
た
覇
ジ
ョ
ー
と
い
う
黒
人
が
「
俺
た
ち
の
住

ん
で
い
る
と
こ
ろ
ぐ
ら
い
、
俺
た
ち
の
力
で
よ
く
し
て
い
か
な
き

や
あ
。
政
府
の
援
助
な
ん
て
待
っ
て
お
ら
れ
る
も
ん
か
」
と
白
い
歯

を
見
せ
て
ニ
ッ
と
笑
っ
た
の
が
妙
に
私
の
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
人
の
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対
す
る
意
識
は
日
本
人
よ

り
か
な
り
高
い
が
、
こ
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
通
し
て
、
私
は
住
民

参
加
の
街
づ
く
り
の
何
た
る
か
を
再
発
見
さ
せ
ら
れ
た
思
い
で
あ

っ
た
。一

質
屋
業
者
の
播
い
た
種
が
、
不
毛
の
一
番
街
に
力
強
く
芽
を

ふ
き
、
二
年
経
っ
た
今
、
単
な
る
浮
浪
者
の
収
容
保
護
か
ら
、
よ

り
建
設
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
へ
と
、
し
だ
い
に
そ
の
根
を

深
く
広
く
張
り
は
じ
め
た
よ
う
で
あ
る
。

ダウンタウンの中心部、パイオニアスクエアー
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気品と格調を保
本格派の魅力

つ

③柴田音吉洋服店
神戸・元町４丁Ⅱ南神戸3 4 1 - 0 6 9 3
大阪・高麗橘２丁目大阪2 3 1 - 2 1 0 6

北欧の銘菓鯵
ユーノＬつｒム. コンフエクト
■私社･ 工怒神戸市輔合区熊内町I ( 途美術f 諒隣〉泥. 亜' －．亜創
日望.富センター店舗Ｆ三宮センター街(洋巽J ･喫寮･レス‘ラン‘了E L 3 3 l - 2 4 2】
■さんちか店揃言二賞地下徹スィーツクゥン泊_ 3 9 1 - 3 5 5 8
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間

☆
三
年
目
を
迎
え
た
県
立
近
代
美
術
館

☆
特
集蕊秋

・
コ
ウ
ベ
の
話
題

１
４７

１

稗

六
甲
の
緑
と
海
の
光
と
の
間
の
細
長

い
港
の
市
に
県
立
近
代
美
術
館
が
で
き

て
、
こ
の
秋
で
満
二
年
に
な
る
。
県
政

一
○
○
年
記
念
事
業
と
し
て
設
立
さ
れ

昭
和
坐
年
度
の
東
京
近
代
美
術
館
の

観
客
数
が
肥
万
５
千
名
程
度
で
あ
っ
た

の
に
比
較
し
て
、
兵
庫
県
立
近
代
美
術

館
の
初
年
度
の
観
客
類
は
釦
万
人
を
オ

ー
バ
ー
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
美
術
館

の
成
果
と
い
う
も
の
は
、
単
に
観
客
の

動
引
数
の
多
少
に
直
結
す
る
も
の
で
は

な
い
。
そ
の
地
域
の
人
間
や
社
会
と
の

全
般
的
な
関
わ
り
あ
い
ま
で
も
閲
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
県
下
の
美

術
家
お
よ
び
愛
好
者
な
ど
の
創
作
す
る

立
場
、
ま
た
新
聞
社
な
ど
の
〈
文
化
〉
を

企
画
し
批
評
し
催
す
立
場
、
そ
し
て
純

粋
に
絵
面
、
彫
刻
を
観
賞
す
る
一
般
大

衆
と
の
力
動
的
で
微
妙
な
均
衡
へ
の
影

響
と
い
う
も
の
が
考
慮
さ
れ
た
上
で
の

成
果
で
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
念
頭

に
お
い
て
、
「
神
戸
っ
子
」
編
集
部
は

阪
急
電
車
西
灘
駅
か
ら
徒
歩
で
お
よ
そ

５
分
の
所
に
あ
る
県
立
近
代
美
術
館
を

訪
ね
、
ま
だ
こ
の
美
術
館
が
机
上
の
計

画
で
し
か
な
か
っ
た
頃
か
ら
今
日
ま
で

藍

開
館
し
た
の
が
、
昭
和
妬
年

、
月
加
日
。
そ
れ
か
ら
二
年

後
の
今
秋
に
至
る
短
か
い
月

日
の
な
か
で
、
こ
の
近
代
美

術
館
が
兵
屋
県
内
外
の
美
術

や
文
化
に
お
よ
ぼ
し
た
影
響

は
大
き
い
。

東
京
人
や
大
阪
人
日
く

「
た
だ
う
わ
く
だ
け
の
華
や

か
さ
に
つ
か
れ
た
小
娘
み
た

い
な
神
戸
」
の
市
に
創
立
さ

れ
た
近
代
美
術
館
は
、
と
に

か
く
も
同
年
あ
る
い
は
一
、

二
前
後
し
て
つ
く
ら
れ
た
他

の
公
立
近
代
美
術
館
、
さ
ら

に
東
京
、
京
都
、
大
阪
に
あ

る
国
公
立
美
術
館
を
は
る
か

に
凌
ぐ
観
客
の
動
引
数
を
示

し
た
の
で
あ
る
。

県立近代美術館前庭にたつ阪本勝館長

全
国
的
評
価
を
う
け
る

県
立
近
代
美
術
館
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綴

か
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
基
金
制
度

で
し
ょ
う
。
う
ち
は
初
年
度
か
ら
年
間

５
千
万
円
の
予
算
を
組
ん
で
も
ら
っ

て
お
る
ん
で
す
が
、
余
れ
ば
返
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
年
の
終
り
に
な
る

と
ろ
く
で
も
な
い
絵
を
購
入
す
る
こ
と

に
な
っ
た
り
す
る
ん
で
す
。
こ
う
し
た

金
の
無
駄
使
い
を
な
く
す
た
め
に
基
金

制
度
と
い
う
も
の
を
取
り
入
れ
た
ん
で

す
。
こ
れ
で
す
と
、
一
年
間
に
購
入
す

る
絵
を
選
ぶ
の
も
慎
重
に
な
る
し
、
ま

た
か
な
り
高
額
の
絵
だ
っ
て
買
え
る
こ

と
に
な
る
ん
で
す
。
つ
ま
り
伸
縮
自
在

の
予
算
と
い
え
る
で
し
ょ
う
‐
一
。

☆
こ
れ
か
ら
の
美
術
館
の
あ
り
方

奮
闘
指
揮
な
さ
っ
て
き
た
阪
本
勝
館
長

に
、
こ
れ
ま
で
の
美
術
館
の
指
導
理

念
、
そ
し
て
今
後
の
抱
負
を
お
聞
き
し

た
。「

ち
ょ
う
ど
、
こ
の
十
月
十
日
で
満
二

年
に
な
る
ん
で
す
ね
。
ま
あ
色
々
勉
強

に
な
る
こ
と
も
覚
え
た
し
、
そ
れ
を
今

後
ど
う
生
か
し
て
ゆ
く
か
と
い
う
と
こ

ろ
な
ん
で
す
。

肌
に
感
じ
て
一
番
う
れ
し
か
っ
た
こ

と
は
、
京
都
、
奈
良
、
大
阪
の
天
王
寺
、

そ
れ
か
ら
倉
敷
と
の
間
の
美
術
に
お
け

る
真
空
地
帯
を
、
こ
の
県
立
近
代
美
術

館
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
埋
め
得

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
最
初
、
京
都

鰯

な
ど
に
比
べ
て
、
場
所
的
に
は
ど
う
か

と
思
っ
て
お
っ
た
ん
で
す
が
、
今
で
は

岡
山
、
山
陰
、
四
国
か
ら
も
出
か
け
て

来
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
美
術
館
で
ル
ノ
ワ
ー
ル
展
が
開

か
れ
る
際
に
、
パ
リ
の
ル
ー
ブ
ル
美
術

館
か
ら
人
が
来
て
、
ま
ず
館
の
収
蔵
庫

を
審
査
し
た
ん
で
す
。
国
際
的
な
美
術

家
の
作
品
を
展
示
す
る
場
合
に
は
、
必

ず
そ
の
美
術
館
の
収
蔵
庫
、
盗
難
予
防

設
備
、
消
火
防
火
設
備
な
ど
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
来
る
ん
で
す
が
、
こ
の

近
代
美
術
館
は
、
そ
う
い
う
点
が
事
前

に
考
慮
さ
れ
検
討
さ
れ
た
後
に
設
計
さ

れ
て
い
る
の
で
、
世
界
有
数
の
美
術
館

、
世
界
有
数
の
美
術
館

に
比
し
て
も
ひ
け
を
と

ら
な
い
で
し
ょ
う
。
日

本
の
美
術
館
に
他
の
建

造
物
を
美
術
館
に
転
用

し
た
と
い
う
例
が
多
い

中
で
、
こ
の
兵
庫
県
立

近
代
美
術
館
は
恵
ま
れ

た
例
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。創

立
二
年
た
ら
ず
の

う
ち
の
美
術
館
が
、
年

間
六
十
数
万
人
と
い
う

観
客
を
動
引
で
き
た
の

も
、
私
の
手
腕
と
い
う

よ
り
も
、
こ
の
館
の
十

全
を
設
備
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
の
で
す
。

そ
の
館
の
施
設
の
優

秀
さ
に
つ
け
加
え
て
お

盛況だったルノワール展

１
４８

１

「
こ
の
十
月
に
総
合
会
議
と
い
う
も
の

を
開
い
て
、
二
年
間
の
歩
み
を
省
察
し

て
み
る
つ
も
り
ま
ん
で
す
が
、
こ
れ
か

ら
の
美
術
館
は
、
見
に
来
て
く
れ
る
人

が
多
か
ろ
う
が
少
な
か
ろ
う
が
い
つ
こ

う
平
気
で
は
だ
め
で
し
ょ
う
。

た
だ
展
示
だ
け
を
し
て
、
観
客
が
来

て
も
来
な
く
て
も
こ
っ
ち
の
懐
具
合
に

は
影
響
な
い
と
い
う
姿
勢
は
反
省
し
な

け
れ
ば
た
ら
な
い
ん
で
す
。
そ
う
い
っ

た
考
え
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
こ
の
県
立

近
代
美
術
館
で
は
、
県
下
で
移
動
美
術

館
と
い
う
も
の
を
営
っ
て
来
ま
し
た
。

地
方
へ
本
物
を
持
っ
て
行
く
ん
で
す
。

こ
れ
は
非
常
に
喜
ば
れ
ま
し
た
れ
。
足

に
よ
る
美
術
の
普
及
で
す
ね
。
県
民
の

税
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
美
術
館
で
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で
す
。山

全
体
を
彫
刻
し
た
い
で
す
ね
。
ま

あ
、
半
世
紀
の
仕
事
で
し
ょ
う
け
れ
ど
。

仮
名
で
す
が
『
天
と
地
と
』
っ
て
い
う

名
を
考
え
て
い
る
ん
で
す
：
．
…
」
と
阪

本
館
長
の
夢
は
大
き
く
ふ
く
ら
ん
で
い

る
。

す
か
ら
、
普
及
活
動
は
大
切
な
義
務
で

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
校
教
育
に

対
す
る
社
会
教
育
で
す
ね
。
学
校
と
地

域
社
会
の
問
題
が
あ
る
の
と
同
じ
よ
う

に
、
美
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
と
地
域

社
会
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
も
の
も
、

社
会
教
育
と
い
う
面
か
ら
重
要
な
問
題

に
な
っ
て
来
る
と
思
う
ん
で
す
。
つ
ま

り
美
術
の
普
及
と
い
う
こ
と
、
街
頭
へ

展
覧
会
を
進
出
さ
せ
た
り
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
る
ん
で
す
。
け
つ
こ
う
な
こ

と
に
馴
れ
す
ぎ
て
は
だ
め
で
す
。
こ
れ

か
ら
は
お
お
い
に
外
に
出
て
暴
れ
回
る

つ
も
り
で
す
。

宮
崎
市
長
は
、
神
戸
を
噴
水
と
彫
刻

の
市
に
し
よ
う
と
い
う
希
望
を
持
っ
て

お
ら
れ
、
現
在
須
磨
の
離
宮
公
園
な
ん

か
で
も
、
実
際
に
彫
刻
が
飾
ら
れ
て
い

県
立
近
代
美
術
館
が
創
立
さ
れ
て
以

後
の
神
戸
お
よ
び
県
下
の
美
術
界
へ
の

影
響
は
、
少
な
か
ら
ず
あ
っ
た
。
ま
ず

第
一
に
あ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
県
展
な
ど
の
公
募
展
へ
の
応
募
者

数
の
著
し
い
増
加
と
そ
の
質
の
向
上
で

あ
る
。
こ
れ
は
、
近
代
美
術
館
と
い
う

発
表
の
場
が
あ
た
え
ら
れ
た
と
い
う
こ

☆
地
元
美
術
界
へ
の
影
響

と
、
そ
し
て
ム
ン
ク
、
ル
ノ
ア
ー
ル
、

シ
ケ
イ
ロ
ス
等
、
世
界
の
有
数
の
美
術

家
の
作
品
が
展
覧
さ
れ
た
こ
と
も
強
く

影
響
し
て
い
る
に
違
い
な
い
。

さ
ら
に
、
こ
の
前
の
審
美
委
員
会

（
委
員
長
Ｉ
阪
本
勝
、
委
員
Ｉ
朝
倉
斯

道
、
池
上
忠
治
、
乾
由
明
、
上
野
照
夫
、

加
藤
一
雄
、
河
北
倫
明
、
小
磯
良
平
、

寿
丘
文
章
、
中
村
寅
一
、
藤
井
源
一
、

村
松
寛
ｌ
五
十
音
順
）
に
お
い
て
、

来
春
か
ら
金
山
平
三
賞
が
も
う
け
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
賞
は
、
す
べ

て
安
井
賞
に
に
せ
て
つ
く
ら
れ
る
が
、

公
募
の
範
囲
は
県
下
に
限
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
賞
の
設
置
に
よ
っ
て

兵
庫
県
下
の
美
術
界
の
活
況
は
さ
ら
に

煽
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。

去
る
十
月
一
日
、
三
宮
モ
ン
タ
ー
街

に
あ
る
錦
絵
具
店
に
お
い
て
、
二
紀
会

洋
画
研
究
所
の
発
会
式
が
催
さ
れ
た
。

こ
の
二
紀
会
兵
庫
県
支
部
長
で
も
あ

り
、
ま
た
安
井
賞
受
賞
作
家
で
も
あ
る

中
西
勝
さ
ん
に
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館

に
対
す
る
意
見
を
う
か
が
っ
た
。

「
確
か
に
県
立
近
代
美
術
館
が
で
き
た

こ
と
は
、
県
下
の
美
術
界
に
は
大
き
な

プ
ラ
ス
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
美
術
家

祭
に
も
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
工
芸
ま
で
、

多
種
多
彩
の
参
加
者
を
得
て
、
入
場
者

数
も
大
き
く
増
加
し
ま
し
た
ね
。
願
わ

く
ば
、
美
術
館
内
に
充
実
し
た
研
究
所

を
設
け
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ

に
加
え
て
美
術
館
を
市
民
の
憩
の
場
と

し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
」

移動美術館

ま
す
。
私
ど
も
も
お
金

で
は
援
助
で
き
な
い
け

れ
ど
、
企
画
や
ア
イ
デ

ア
で
手
を
つ
な
い
で
ゆ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。ま

た
、
宝
塚
か
ら
播

州
山
崎
に
至
る
中
国
縦

貫
道
路
の
七
ケ
所
の
イ

ン
タ
ー
・
チ
ェ
ン
ジ
に

永
く
遣
る
記
念
的
な
施

設
を
つ
く
ろ
う
と
も
計

画
さ
れ
て
い
る
そ
う
で

す
。
私
も
ぜ
ひ
そ
れ
に

協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
ん
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団
体
展
が
活
発
に
な
っ
て
来
た
と
い
う

こ
と
も
、
こ
の
近
代
美
術
館
の
成
果
の

一
つ
で
し
ょ
う
。

新
聞
社
と
し
て
も
地
元
の
文
化
創
造

の
た
め
の
企
画
が
、
近
代
美
術
館
が
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
思
う
ぞ
ん
ぶ
ん
に
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

私
の
希
望
と
し
ま
し
て
は
、
館
内
に

喫
茶
ル
ー
ム
な
ど
を
設
け
て
美
術
館
を

よ
り
市
民
の
憩
い
や
す
い
場
と
し
て
ほ

し
い
と
い
う
こ
と
、
そ
れ
に
、
全
国
の

美
術
界
の
ニ
ュ
ー
ス
が
分
る
よ
う
な
拠

点
と
し
て
の
部
屋
を
一
つ
つ
く
っ
て
み

て
も
面
白
い
と
思
う
ん
で
す
が
…
…
」

内
外
の
県
立
近
代
美
術
館
に
寄
せ
る

期
待
は
大
き
い
。

数
年
前
東
京
砂
漠
を
逃
が
れ
て
神
戸

に
や
っ
て
来
た
若
い
絵
か
き
の
タ
マ
ゴ

が
「
椅
麗
と
い
う
こ
と
が
こ
れ
程
つ
ま

ら
な
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
」
と
言
っ

て
、
ま
た
東
京
に
戻
っ
て
し
ま
っ
た
頃

か
ら
比
べ
る
と
、
神
戸
の
市
と
文
化
の

風
貌
は
刻
一
刻
変
り
つ
つ
あ
る
よ
う
に

思
え
る
。

県
立
近
代
美
術
館
が
神
戸
の
文
化
の

の
っ
ぺ
り
し
た
額
に
深
い
班
を
つ
け
つ

つ
あ
る
と
言
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

十
月
七
ｎ
か
ら
十
一
月
十
二
Ｈ
ま
で

は
美
人
面
展
が
ひ
ら
か
れ
て
お
り
、
十

一
月
十
四
ｎ
か
ら
は
い
よ
い
よ
ブ
ー
ル

す
ね
。ま

た
発
表
の
場
が
与
え
ら
れ
た
と
い

う
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
展
、

ま
た
、
先
月
十
月
号
の
中
の
「
神
戸

Ｊ
Ｃ
座
談
会
」
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
出
席
さ
れ
、
興
味
あ
る
神
戸
文
化
論

を
話
さ
れ
て
い
た
、
神
戸
新
聞
社
事
業

部
長
の
伊
藤
誠
さ
ん
に
は
、
エ
ド
ワ
ル

ド
・
ム
ン
ク
展
以
来
、
共
催
と
い
う
形

で
協
力
さ
れ
て
き
た
立
場
か
ら
意
見
を

述
べ
て
い
た
だ
い
た
。

「
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
は
、
他
県
の

近
代
美
術
館
に
比
べ
て
、
賎
も
活
発
な

美
術
館
だ
と
思
い
ま
す
。
一
階
と
二
階

で
常
設
展
と
企
画
展
が
同
時
に
平
行
し

て
展
示
さ
れ
、
ま
た
そ
の
内
容
も
重
厚

で
ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
み
、
見
せ
て

も
ら
う
方
と
し
て
は
言
う
こ
と
な
し
で

実技講座風景

⑳
県
立
近
代
美
術
館
Ｉ
二
年
間
の
歩
み

デ
ル
展
が
は
じ
ま
る
。

☆
開
館
記
念
「
近
代
一
○
○
年
名
作
展
」
躯

・
皿
・
ｍ
ｌ
ｍ
・
皿
・
８

☆
エ
ド
ワ
ル
ド
・
ム
ン
ク
展
ｎ
．
超
ｌ
蝿
・

加
共
催
ｌ
神
戸
新
聞
社
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立

美
術
館
オ
ス
ロ
市
立
ム
ン
ク
美
術
館

☆
第
一
回
兵
庫
県
美
術
祭
“
・
１
．
唾
Ｉ
瓢

☆
常
設
展
２
・
ｎ
ｌ
３
・
瓢

☆
芝
居
絵
寄
贈
記
念
「
金
山
平
三
名
作
展
」

４
・
蝿
Ｉ
弱
共
催
Ｉ
朝
日
新
聞
社

☆
画
業
帥
年
「
小
磯
良
平
展
」
４
．
羽
１
５

・
銅
共
催
朝
日
新
聞
社

☆
現
代
彫
刻
の
最
高
峰
「
エ
ミ
リ
オ
・
グ
レ
コ

名
作
展
」
５
．
羽
１
６
．
”
共
催
読
売

テ
レ
ビ
放
送
読
売
新
聞
社

☆
常
設
展
７
．
４
１
８
ｃ
泌

☆
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
公
募
「
、
県
展
」

７
・
瓢
１
８
．
蝿
共
催
神
戸
新
聞
社

☆
開
館
一
周
年
記
念
「
今
日
の
一
○
○
人
展
」

９
ｃ
５
１
叩
・
３
共
催
毎
日
新
聞
社

☆
開
館
一
周
年
記
念
「
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
」

ｍ
・
加
ｌ
ｎ
．
７
共
催
朝
日
新
聞
社

☆
常
設
展
ｕ
・
狸
１
配

☆
東
山
魁
夷
展
旭
・
４
１
四
共
催
神
戸

新
聞
社
後
援
東
京
国
立
近
代
美
術
館

☆
ル
ノ
ワ
ー
ル
展
〃
◇
１
．
６
１
２
．
６

共
催
読
売
新
聞
社
読
売
テ
レ
ビ
放
送

☆
近
代
日
本
の
素
描
展
２
．
超
Ｉ
”
共
悩

東
京
国
立
近
代
美
術
館

☆
郷
土
美
術
総
合
展
「
第
２
回
兵
庫
県
美
術
祭
」

３
．
３
１
邪
共
催
神
戸
新
聞
社

☆
常
設
展
４
．
１
１
４
．
躯

☆
青
山
熊
治
４
．
配
１
５
．
必

☆
ウ
ィ
ン
幻
想
派
展
５
．
釦
１
６
・
蛎
共

催
朝
日
新
聞
社

☆
常
設
展
７
．
１
１
７
・
蝿

☆
シ
ケ
イ
ロ
ス
展
７
・
理
１
８
・
加
共
俄

朔
日
新
聞
社

’
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神
戸
上

別
周
年

大
正
、
年
加
月
５
Ｈ
に
創
立
さ
れ
た

「
神
戸
ヒ
ョ
コ
登
山
会
」
が
こ
の
、
月

５
日
で
帥
周
年
を
迎
え
た
。

毎
日
、
エ
ッ
チ
ラ
、
オ
ッ
チ
ラ
と
早

朝
登
山
を
し
て
い
る
会
な
ど
と
い
う
も

れ
い
な
空
気
に
触
れ
る
こ
と
が
一
番
」

と
再
度
山
に
登
り
、
同
山
大
竜
寺
山
門

下
の
「
善
太
郎
茶
屋
」
に
署
名
簿
を
設

け
、
登
る
た
び
に
署
名
を
し
た
の
が
は

じ
ま
り
。

創
立
当
時
の
会
員
は
皿
名
の
中
年
男

性
ば
か
り
だ
っ
た
が
「
ま
だ
山
登
り
の

ピ
ョ
ピ
ョ
連
中
だ
か
ら
」
と
い
う
の
で

ヒ
ョ
コ
登
山
会
と
名
づ
け
て
会
を
ス
タ

ー
ト
。
し
か
し
今
で
は
三
才
の
坊
や
か

ら
九
十
一
才
の
お
年
寄
り
ま
で
約
千
百

人
の
会
員
を
か
か
え
る
大
所
帯
。

登
る
山
筋
も
束
か
ら
、
保
久
良
山
、

一
王
山
、
布
引
山
、
再
度
山
、
高
取
山
、

旗
振
山
と
範
囲
は
広
い
。
会
員
の
国
籍

も
中
国
、
ド
イ
ツ
、
ア
メ
リ
カ
、
ハ
ン

ガ
リ
ー
、
イ
ン
ド
な
ど
と
多
彩
で
あ
る
。

会
員
は
毎
朝
自
宅
か
ら
指
定
の
茶
屋

ま
で
登
っ
て
署
名
簿
に
サ
イ
ン
を
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
何
と
一
万
回

以
上
も
登
っ
て
い
る
人
が
十
人
も
お
り

最
高
記
録
は
一
万
五
千
五
百
回
の
鈴
木

義
貫
さ
ん
（
拠
才
）
。
一
口
に
一
万
回
と

い
っ
て
も
、
約
三
十
年
間
雨
の
日
も
風

の
ｎ
も
雪
の
日
も
毎
日
登
ら
た
け
れ
ば

達
成
で
き
な
い
数
字
だ
か
ら
驚
く
ほ
か

は
な
い
。

E 舟凸

を
迎
え
た

ョ
．
登
山
会

１
５
１

の
は
Ｒ
本
中

界
中
を
さ
が

し
か
な
い
。

こ
れ
も
六

た
神
戸
な
ら
甲
連
山
を
背
後
に
ひ
か
え

で
は
の
も
の
と
い
え
る
。

現
在
市
内
で
早
朝

登
山
を
行
っ
て
い
る

会
は
こ
の
ヒ
ョ
コ
登

山
会
の
他
に
突
破
嶺

（
つ
く
ば
ね
会
）
と

つ
中
国
人
ば
か
り
の
再

郵
度
山
武
舞
象
℃

蔀
と
高
取
山
に
あ
る
一
一

麺
つ
の
会
ぐ
ら
い
の
も

棒
の
で
半
世
紀
も
前
に

作
結
成
さ
れ
た
ヒ
ョ
コ

ン鐸
登
山
会
は
何
と
い
つ

乳
て
も
早
朝
登
山
会
の

唖
草
分
け
的
存
在
で
あ

峠
る
。

ま
そ
も
そ
も
ヒ
ョ
コ

ヨヒ
登
山
会
が
生
ま
れ
た

戸神
の
は
、
当
時
病
気
に

苦
し
ん
で
い
た
故
吉

川
晴
風
さ
ん
ら
十
人

が
「
健
康
づ
く
り
に

は
、
歩
く
こ
と
と
き

を
さ
が
し
て
も
、
い
や
世

し
て
も
こ
の
神
戸
だ
け
に
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わ
れ
た
。
こ

こ
の
日
の

凶
貫
司
さ
ん

今
年
の
七
月
の
登
山
会
報
を
み
る
と

会
員
の
年
令
構
成
は
飢
才
１
，
才
ま
で

の
人
が
一
番
多
く
、
二
六
・
九
％
を
占

め
て
お
り
、
凪
才
以
上
の
会
員
は
全
体

の
四
二
・
二
％
、
鋤
才
以
下
の
ヤ
ン
グ

は
わ
ず
か
十
二
・
八
％
に
す
ぎ
な
い
。

会
員
の
半
数
近
く
は
お
年
寄
り
と
い

う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
登
山
を
始
め

て
か
ら
病
気
が
す
っ
か
り
治
っ
た
人
、

ま
た
病
気
を
し
な
く
な
っ
た
人
は
ず
い

分
多
く
、
例
を
あ
げ
れ
ば
か
ぞ
え
き
れ

な
い
ほ
ど
。

登
山
を
通
し
て
市
民
の
健
康
増
進
や

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
大
き
な
貢
献
を
し

山
の
緑
化
や
施
設
の
整
備
に
努
力
し
て

き
た
ヒ
ョ
コ
登
山
会
は
昭
和
調
年
に
財

団
法
人
日
本
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
協
会
総

裁
三
笠
宮
殿
下
か
ら
優
良
剛
体
と
し
て

表
彰
を
受
け
、
“
年
皿
川
に
は
兵
庫
県

ス
ポ
ー
ツ
賞
を
受
け
て
い
る
。

結
成
以
来
印
年
目
に
当
る
加
川
５
Ⅱ

を
前
に
、
加
月
１
Ⅱ
午
前
九
時
半
か
ら

新
開
地
の
神
戸
木
材
会
給
で
ヒ
ョ
コ
蓋

水
広
場
に
集
合

こ
の
日
は
こ

の
会
の
メ
ン
バ

方
合
わ
せ
て
約

秋
晴
れ
と
な
り
、

折
し
も
前

地
方
を
通
過

て
は
早
朝
登

朝
は
台
風
一

材
を
申
込
ん
だ
。

年
、
百
年
を

な
歩
み
を
開

会
員
た
ち
は
、
さ
ら
に
六
○
年
、
八
○

山
会
の
記
念
祝

宿
小
学
校
三
年
の
坊
や

九
月
十
七
日
（
日
）
。
第
一
三
三
七

回
目
の
ヒ
ョ
コ
登
山
会
の
例
会
が
行
友

わ
れ
る
と
聞
い
た
の
で
、
さ
っ
そ
く
取

の
ｎ
集
っ
た
約
三
百
人
の

賀
会
と
表
彰
式
が
行
表

が
ら
午
前
八
時
半
、

◇夜
は
大
き
な
台
風
が
近
畿

し
た
の
で
、
天
候
に
よ
っ

山
は
危
ぶ
ま
れ
た
が
、
翌

過
、
ま
さ
に
雲
一
つ
左
い

り
、
眠
い
目
を
こ
す
り
な

時
半
、
新
神
戸
駅
前
の
噴

合
し
た
。

ヒ
ョ
コ
登
山
会
と
市
民
山

バ
ー
の
合
同
登
山
で
、
両

約
二
百
人
が
参
加
。

参
加
者
で
最
高
齢
者
は
岩

（
両
才
）
で
最
年
少
は
板

年
の
功
や
（
８
才
）
。
会

長
の
橋
瓜
忠
さ
ん

（
氾
才
）
は
こ
こ
に

集
合
す
る
前
に
す
で

郡
に
一
度
山
に
登
っ
て

熱
か
ら
き
た
と
い
う
。

》
毎
朝
四
時
頃
起
き
て

に横
山
に
登
る
そ
う
一
な
の

の鴎
で
、
さ
ぞ
早
く
床
に

奇
つ
か
れ
る
の
だ
ろ
う

と
恩
い
き
や
、
「
い

や
、
ｕ
Ｐ
Ｍ
を
見
て

め
ざ
し
て
力
強
く
、
元
気

始
し
た
。

’
5２

で
一
休
み
し
て
冷
た
い
水
で
喉
を
う
る

お
す
。

「
街
か
ら
一
時
間
ぐ
ら
い
で
、
こ
ん
な

別
天
地
へ
こ
れ
る
ん
じ
ゃ
か
ら
、
神
戸

は
え
え
の
う
」
と
道
端
に
腰
か
け
た
老

人
が
し
み
じ
み
と
つ
ぶ
や
く
。

バ

行
者
茶
屋
を
発
っ
て
一
時
間
後
、
老

パ
グ
ニ
婆
谷
着
。
こ
の
パ
パ
谷
は
お
年
寄
り
に

と
っ
て
は
か
な
り
の
難
路
だ
っ
た
ら
し

く
、
「
パ
パ
谷
や
恩
て
廿
う
み
と
っ
た

ら
え
ら
い
め
に
あ
っ
た
わ
い
」
「
パ
パ

は
気
に
く
わ
ん
。
ジ
ジ
谷
の
方
が
よ
っ

ぽ
ど
え
え
」
と
お
爺
さ
ん
連
中
の
口
か

ら
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
ジ
ョ
ー
ク
が
し
き
り

に
出
る
。
こ
の
老
婆
谷
を
越
え
て
い
っ

き
に
壷
り
き
る
と
急
に
展
望
が
開
け
て

摩
耶
山
の
尼
根
道
に
出
る
。
す
ぐ
横
が

か
ら
寝
る
ん
で
す
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。

さ
て
、
九
時
少
し
前
に
新
神
戸
駅
前

を
ス
タ
ー
ト
し
て
、
雷
声
寺
か
ら
厄
除

十
二
支
天
神
ま
で
い
っ
き
に
歩
き
、
こ

こ
で
十
分
間
休
憩
。
さ
ら
に
元
摩
耶
道

を
経
て
行
者
茶
屋
に
至
る
。
昨
夜
の
台

風
で
木
の
枝
が
ち
ぎ
れ
飛
び
、
青
い
ど

ん
ぐ
り
が
道
い
つ
ぱ
い
に
落
ち
て
い
る

強
風
で
倒
れ
た
木
の
下
を
く
ぐ
り
ぬ

け
た
り
、
崩
れ
た
崖
の
ふ
ち
を
歩
い
た

り
し
て
、
時
訓
分
行
者
茶
屋
着
。
こ
こ粋なシャツデス
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☆
最
多
数
登
山
者
一
五
、
四
三
○

回
（
“
・
６
．
晦
日
現
在
）

摩
耶
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
終
点
だ
。

く
っ
き
り
と
晴
れ
渡
っ
た
眼
下
に
は

神
戸
市
街
と
港
が
手
に
と
る
よ
う
に
よ

く
見
え
る
。
こ
こ
で
擬
食
。
今
朝
は
め

っ
た
に
な
く
早
起
き
し
て
飛
ん
で
き
た

の
で
、
私
は
う
っ
か
り
弁
当
を
忘
れ
、

仕
方
な
く
空
を
見
て
る
と
、
お
爺
さ
ん

た
ち
が
ア
メ
玉
を
く
れ
た
。

さ
て
下
山
。
尾
根
か
ら
天
狗
道
な
る

デ
コ
ポ
コ
の
岩
道
を
駆
け
下
り
る
と
市

ガ
原
に
つ
い
た
頃
（
午
後
一
時
半
）
に

は
足
が
ガ
ク
ガ
ク
。
こ
れ
を
「
足
が
笑

う
」
と
い
う
そ
う
だ
が
、
私
の
足
は
ど

う
や
ら
笑
い
が
止
ま
り
そ
う
に
も
な

い
。
市
ガ
原
か
ら
橋
瓜
さ
ん
の
後
に
つ

い
て
、
も
う
一
度
再
度
山
の
大
竜
寺
に

あ
る
ヒ
ョ
コ
登
山
会
の
記
念
塔
ま
で
登

っ
た
。
石
段
の
横
に
四
○
周
年
を
記
念

し
て
建
て
ら
れ
た
記
念
碑
が
あ
り
、
そ

れ
に
は
「
登
山
は
健
康
の
基
」
と
刻
み
こ

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
記
念
碑
の
横
に
さ

ら
に
「
毎
日
登
山
壱
万
回
塔
」
な
る
石
燃

が
あ
り
、
一
万
回
登
っ
た
人
の
名
前
が

全
部
で
十
三
人
刻
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
一
万
二
千
回
を
越
す
登
山
歴

の
あ
る
橋
瓜
さ
ん
の
名
前
も
み
え
る
。

大
竜
寺
を
あ
と
に
し
て
再
度
山
を
下

り
、
山
手
女
子
短
大
横
に
た
ど
り
つ
い

た
の
が
午
後
三
時
十
分
。
新
神
戸
駅
前

を
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
十
キ
ロ
を
六
時

間
半
で
走
破
。
そ
れ
に
し
て
も
お
爺
さ

ん
た
ち
の
足
の
早
い
の
に
は
参
っ
た
。

少
な
く
と
も
ヒ
ョ
コ
登
山
会
の
お
年

寄
り
た
ち
に
は
「
枇
惚
の
人
」
な
ん
て

関
係
な
さ
そ
う
ｃ

国
土
の
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
が
山
と
い

う
日
本
で
、
こ
ん
な
素
晴
し
い
会
が
神

戸
以
外
の
都
市
に
な
い
と
い
う
の
は
ど

う
も
不
思
議
な
気
も
す
る
が
、
こ
の
日

わ
ざ
わ
ざ
大
阪
か
ら
参
加
し
た
と
い
う

椋
田
和
子
さ
ん
は
、

「
大
阪
に
は
山
が
な
い
の
で
、
大
阪
人

が
い
く
ら
が
ん
ば
っ
て
み
て
も
、
毎
日

早
朝
登
山
な
ん
て
い
う
こ
と
は
絶
対
で

き
ま
せ
ん
。
こ
ん
な
健
康
的
な
運
動
の

で
き
る
神
戸
っ
子
が
本
当
に
羨
や
ま
し

い
」
と
汗
を
ふ
き
な
が
ら
語
る
。

彼
女
の
い
う
よ
う
に
早
朝
登
山
は
、

ま
さ
に
背
後
に
山
を
ひ
か
え
た
神
戸
な

ら
で
は
の
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
だ
が
、
そ

れ
だ
か
ら
こ
そ
、
よ
け
い
に
山
を
、
自

然
を
神
戸
市
民
は
も
っ
と
大
切
に
し
て

い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
え
よ
う
。

5 0 周年を祝って乾杯ノ（1 0 月１日、神戸木材会館にて）

’
5３

☆
ｎ
月
ｌ
哩
月
行
事
予
定

皿
／
３
１
，
／
４
関
西
地
区
合

同
登
山
大
会

ｕ
／
ｎ
ｌ
ｕ
／
週
全
国
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

ｕ
／
廻
六
甲
合
同
登
山
大
会

、
／
岨
市
民
山
の
会
例
会
同
調

箕
谷
・
石
峯
寺
コ
ー
ス
（
一
般

向
）

旭
／
３
市
民
山
の
会
例
会
同
調

油
コ
ブ
シ
・
六
甲
越
・
唐
植
コ

ー
ス
（
皿
キ
ロ
・
一
般
向
）

岨
／
Ⅳ
忘
年
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会

☆
神
戸
ヒ
ョ
コ
登
山
会
へ
の
入
会
は

各
山
筋
の
茶
店
、
あ
る
い
は
会
員

へ
直
接
申
込
ん
で
下
さ
い
。

会
費
は
年
に
七
百
円
で
す
。

登
山
会
へ
の
お
問
合
せ
は

雌
神
戸
市
兵
庫
区
矢
部
町
一
二
○

橋
爪
忠
さ
ん
へ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
三
六
一
’
○
一
一
二

☆
創
立
大
正
ｎ
年
、
月
５
Ⅱ

☆
会
員
一
、
○
じ
一
名
（
昭
和
”

年
６
月
喝
Ⅱ
現
在
）

☆
平
均
年
令
郷
才
最
高
齢
者

虹
才
最
年
少
者
３
才
。

神
戸
ヒ
ョ
コ
登
山
会
メ
モ

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



変
り
ゆ
く
三
宮
セ
ン
タ
ー
街

国
際
港
都
神
戸
の
中
心
地
三
宮
は
今

や
急
速
な
テ
ン
ポ
で
体
質
改
善
さ
れ
、

近
代
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
七
周
年
を
迎

え
た
さ
ん
ち
か
ダ
ウ
ン
。
そ
の
地
下
街

と
連
結
し
高
層
化
し
て
し
ま
っ
た
サ
ン

プ
ラ
ザ
も
今
年
で
三
年
目
。
こ
の
九
月

二
十
日
に
は
、
サ
ン
セ
ン
タ
ー
と
の
間

に
オ
ー
バ
ー
ブ
リ
ッ
ヂ
も
開
通
し
た
。

「
明
る
い
イ
ク
リ
ア
ン
タ
ィ
ル
の
サ
ン

プ
リ
ッ
ヂ
は
、
ど
っ
と
流
れ
込
ん
で
く

る
お
客
さ
ん
の
往
来
に
充
分
貢
献
し
て

い
ま
す
。
き
れ
い
で
す
し
：
．
」
と
サ
ン

プ
ラ
ザ
事
務
当
局
の
話
。
歩
行
道
路
に

出
来
た
は
じ
め
て
の
空
間
道
路
。
ブ
リ

ッ
ヂ
の
上
か
ら
見
下
す
セ
ン
タ
ー
街
の

風
景
も
こ
れ
ま
た
異
国
情
緒
が
あ
る
。

そ
ん
な
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
に
ま
た
新

し
い
話
題
、
第
二
地
区
市
街
地
改
造
事

業
で
あ
る
。
セ
ン
タ
ー
街
の
ベ
ル
、
大

和
屋
シ
ャ
シ
、
長
津
商
店
、
大
洋
劇
場
な

ど
の
あ
る
一
画
の
高
晒
ビ
ル
化
が
、

神
戸
市
三
宮
再
開
発
事
業
で
す
す
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
三
宮
市
街
地
都

市
計
画
局
の
細
目
課
長
に
、
今
度
の
改

造
計
画
の
構
想
を
お
聞
き
し
て
み
た
。

ｌ
三
宮
市
街
地
改
造
の
意
図
は
？

神
戸
の
表
玄
関
で
あ
る
べ
き
三
宮
は
、

い
ま
だ
に
戦
後
の
木
造
低
家
屋
が
並
び

通
路
も
狭
く
、
防
災
の
面
に
お
い
て
も

近
代
化
が
な
さ
れ
て
い
な
い
訳
で
す
。

そ
こ
で
、
平
面
的
な
街
を
立
体
的
に
、

外
見
も
美
化
し
防
災
設
備
を
整
え
、
都

心
商
業
地
区
ら
し
い
三
宮
に
と
い
う
こ

１
５４

１

三宮市街地改造第２地区完成予想図混沌としているサンブリツジ周辺
現第２地区

と
で
す
。
セ
ン
タ
ー
街
山
側
か
ら
高
架

ま
で
の
一
帯
を
三
区
画
に
分
け
、
そ
れ

を
、
指
し
て
い
る
の
で
す
が
、
今
度
の

は
第
二
事
業
で
す
。

ｌ
ビ
ル
の
概
要
は
？

地
下
二
階
、
地
上
十
九
階
の
約
、
慨
の

高
層
ビ
ル
に
な
り
、
Ｂ
１
Ｆ
ｌ
３
Ｆ
は

店
舗
。
４
Ｆ
駐
車
場
、
５
．
６
Ｆ
娯
楽

施
設
の
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
、
７
１
肥
Ｆ
事

務
所
、
四
Ｆ
は
レ
ス
ト
ラ
ン
と
い
う
予

定
で
す
。
今
の
サ
ン
プ
ラ
ザ
と
、
地
下

地
上
、
空
中
の
三
基
線
で
結
び
、
人
が

移
動
し
安
い
よ
う
に
と
考
え
て
い
ま
す

ｌ
い
つ
頃
か
ら
の
予
定
？

今
、
経
営
者
側
と
交
渉
し
て
い
ま
す
が

今
年
中
に
は
工
事
に
取
り
か
か
れ
る
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
が
完
成
す
れ
ば
、
第

三
区
側
と
い
う
こ
と
に
た
り
ま
す
。
三

宮
を
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
神
戸
の
顔
、
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
に
早

く
し
た
い
で
す
れ
。

神
戸
市
は
今
、
三
宮
再
開
発
を
Ｈ
指

し
大
い
に
拍
車
を
か
け
て
い
る
。
し
か

し
、
経
営
者
、
商
店
主
側
か
ら
は
、
あ

ま
り
歓
迎
さ
れ
て
い
な
い
ム
ー
ド
。
数

多
く
の
問
題
点
を
背
負
っ
て
、
三
宮
都

市
計
画
は
す
す
み
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
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蕊

パ
ン
ダ
は
ク
マ
で
は
な
く
ア
ラ
イ
グ

マ
科
に
属
す
る
の
だ
と
解
説
し
て
も
、

実
物
を
見
な
い
と
ピ
ン
と
こ
な
い
だ
ろ

う
。
実
は
パ
ン
ダ
と
い
っ
て
も
レ
ッ
サ

ー
パ
ン
ダ
と
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
の

二
種
類
が
あ
る
。

ど
ち
ら
も
中
国
の
四
川
省
な
ど
の
高

山
に
棲
息
す
る
珍
獣
だ
が
、
食
性
も
ほ

と
ん
ど
同
じ
で
、
サ
サ
や
タ
ケ
ノ
コ
、

草
や
木
の
根
、
木
の
実
、
果
実
な
ど
を

主
食
に
す
る
他
物
食
。
ま
た
、
と
き
に

は
小
動
物
な
ど
の
肉
食
も
す
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
そ
の
外
影
は
か
な
り
ち
が

っ
て
い
て
、
レ
ッ
サ
ー
パ
ン
ダ
は
キ
ツ

ネ
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
で
茶
褐
色
の
体
に

長
い
尾
を
も
っ
て
い
て
、
ま
さ
に
ア
ラ

イ
グ
マ
に
似
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
贈
ら

れ
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
は
体
も
大

き
く
ニ
ホ
ン
グ
マ
ぐ
ら
い
。
シ
ロ
と
ク

ロ
に
塗
り
分
け
ら
れ
た
お
な
じ
み
の
可

愛
ら
し
さ
で
あ
る
。
し
か
も
尾
は
な
い

く
ら
い
に
短
く
、
生
ま
れ
た
赤
ん
坊
に

ど
っ
か
と
座
り
こ
ん
だ
母
親
は
、
両
胸

に
抱
き
か
か
え
て
乳
を
飲
ま
せ
る
。
そ

の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
は
ク
マ
の
母
親
と

同
じ
習
性
だ
。
と
こ
ろ
で
東
京
上
野
と

長
い
尾
を
も
っ
て
い
て
、
ま
さ
に
ア
ー

イ
グ
マ
に
似
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
贈
、

れ
る
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
は
体
も
，

き
く
ニ
ホ
ン
グ
マ
ぐ
ら
い
。
シ
ロ
と
．

ロ
に
塗
り
分
け
ら
れ
た
お
な
じ
み
の
一

愛
ら
し
さ
で
あ
る
。
し
か
も
尾
は
な

く
ら
い
に
短
く
、
生
ま
れ
た
赤
ん
坊
」

ど
っ
か
と
座
り
こ
ん
だ
母
親
は
、
両
哩

に
抱
き
か
か
え
て
乳
を
飲
ま
せ
る
。
一

の
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
姿
は
ク
マ
の
母
親
．

同
じ
習
性
だ
。
と
こ
ろ
で
東
京
上
野
． パ

ン
ダ
が
教
え
る
も
の

鍵

神
戸
市
立
王
子
動
物
園

〈
亀
井
一
成
〉

鈴学懇Ｉ

ろ
い
た
が
、
そ
れ
は
輸
送
艦
の
立
派
な

作
り
に
苦
心
の
跡
が
あ
っ
た
か
ら
で
、

そ
の
艦
は
丈
夫
で
軽
く
、
し
か
も
一
羽

一
羽
烏
を
傷
め
な
い
よ
う
ま
こ
と
に
合

理
的
、
丹
念
に
手
作
り
さ
れ
、
ま
さ
に

催
と
い
う
よ
り
特
製
の
家
具
の
よ
う
で

あ
っ
た
。

動
物
に
対
す
る
中
国
人
の
愛
情
と
い

う
か
思
い
や
り
を
、
こ
の
椎
の
作
り
か

ら
も
知
り
、
そ
の
う
え
さ
ら
に
、
そ
の

コ
ウ
ノ
ト
リ
を
見
学
に
き
た
多
く
の
中

国
船
員
が
、
動
物
に
接
す
る
も
の
静
か

な
マ
ナ
ー
に
は
、
い
ま
パ
ン
ダ
を
迎
え

る
我
々
に
何
か
教
え
ら
れ
る
も
の
を
感

じ
た
。そ

れ
に
比
べ
野
次
馬
的
習
癖
を
多
分

に
も
つ
日
本
人
の
さ
わ
ぎ
た
て
る
人
波

に
繊
細
な
パ
ン
ダ
が
心
配
な
の
で
あ
る

日
本
動
物
園
史
八
○
年
、
い
ま
だ
に
ペ

ン
ギ
ン
や
キ
リ
ン
に
さ
え
、
投
石
や
い

た
ず
ら
が
た
え
な
い
日
本
人
の
マ
ナ
ー

を
、
こ
の
ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
は
、

き
っ
と
生
き
も
の
へ
の
思
い
や
り
の
心

に
変
え
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

多
摩
動
物
園
で
は
前
者
レ
ッ
サ
ー
パ
ン

ダ
を
飼
育
し
て
い
る
の
で
日
本
で
は

唯
一
の
パ
ン
ダ
飼
育
経
験
園
で
も
あ

る
。
「
見
せ
る
よ
り
も
汚
れ
の
な
い
大

気
、
緑
と
土
の
飼
育
環
境
を
」
と
い
う

意
見
百
出
の
な
か
、
や
は
り
〃
首
都
″

上
野
動
物
園
で
ひ
と
ま
ず
飼
育
す
る
こ

と
で
パ
ン
ダ
騒
動
は
落
着
し
た
。

負
け
お
し
み
で
は
な
い
が
、
神
戸
王

子
動
物
園
で
は
上
野
で
す
ら
成
功
し
な

か
っ
た
サ
イ
や
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
そ
れ
に

ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
の
繁
殖
に
成
功
し
て

い
る
。
現
在
わ
が
国
の
飼
育
レ
ベ
ル
は

世
界
的
で
、
た
と
え
パ
ン
ダ
で
も
何
処

の
動
物
園
へ
も
っ
て
行
こ
う
と
充
分
飼

育
も
出
来
る
と
い
え
る
。

し
か
し
、
〃
パ
ン
ダ
が
Ⅱ
本
に
や
っ

て
く
る
″
と
発
表
さ
れ
た
そ
の
日
、
何

故
か
う
れ
し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

不
安
が
し
き
り
と
募
っ
て
く
る
の
を
憶

え
た
。
と
い
う
の
は
昭
和
四
十
一
年
六

月
や
は
り
日
中
友
好
協
会
の
は
か
ら
い

で
フ
ン
ポ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン
六
羽
と
交
換

で
北
京
動
物
園
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
六
羽

が
送
ら
れ
て
き
た
、
そ
の
と
き
の
こ
と

で
あ
る
。
船
で
運
ば
れ
た
と
は
思
え
な

い
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
元
気
な
こ
と
に
お
ど

１
５５

１

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
界
へ
の
人
づ
く
り
め
ざ
す

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
界
へ
の
人
づ
く
り
め
ざ
す

神
戸
の
洋
裁
学
校
の
草
分
け
的
存
在

〈
昭
和
十
二
年
開
校
〉
で
あ
る
神
戸
ド
レ

ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院
〈
神
戸
市
生
Ⅲ
区

加
納
町
２
１
焔
回
二
四
一
’
八
六
一

一
代
院
長
福
富
芳
美
さ
ん
〉
が
、
十

月
五
日
京
町
の
仮
校
舎
か
ら
、
も
と
の

神
戸
の
洋
裁
学
校
の
草
分
け
的
存
在

〈
昭
和
十
二
年
開
校
〉
で
あ
る
神
戸
ド
レ

ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院
〈
神
戸
市
生
Ⅲ
区

加
納
町
２
１
焔
回
二
四
一
’
八
六
一

一
代
院
長
福
富
芳
美
さ
ん
〉
が
、
十

月
五
日
京
町
の
仮
校
舎
か
ら
、
も
と
の

顕

加
納
町
の
新
校
舎
へ
移
転
し
た
。

今
度
の
白
亜
の
ビ
ル
は
、
生
田
神
社

西
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
共
同
ビ
ル
で
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
も
お
な
じ
み
だ
っ
た
場
所
を
後

に
環
境
の
い
い
、
加
納
町
へ
移
り
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
四
階
建
の
ビ

蕊蕊簿；
鐸

神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院

神
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
女
学
院

柄
を
考
え
る
と
、
マ
ス
プ
ロ
の
大
き
け

れ
ば
い
い
と
い
う
学
校
で
な
く
、
小
さ

く
て
も
レ
ベ
ル
の
あ
る
質
の
い
い
学
校

で
あ
る
方
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
私
達
の
学
校
で
も
、
優
秀

な
教
授
陣
で
、
そ
れ
も
、
文
化
界
、
産

業
界
か
ら
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
々
を

講
師
に
迎
え
て
充
実
し
た
深
み
の
あ
る

人
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で

す
。
そ
れ
に
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
一

人
一
人
の
個
性
の
表
現
と
し
て
服
飾
だ

け
で
な
く
、
視
野
を
広
げ
て
、
服
飾
産

業
と
し
て
捉
え
、
デ
ザ
イ
ン
、
パ
タ
ー

ン
メ
ー
キ
ン
グ
、
縫
製
指
導
、
マ
ー
チ

ヤ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
か
ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
迄
可
能
な
完
ぺ
き
な
プ
ロ
と
し
て
の

人
材
づ
く
り
が
男
女
を
問
わ
ず
必
要
な

の
で
、
職
業
教
育
コ
ー
ス
〈
本
科
・
一

年
・
二
年
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
科
〉
を
作
り

産
学
共
同
の
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

新
校
舎
は
専
門
教
室
が
多
く
〈
機
械
設

備
も
そ
ろ
え
て
い
ま
す
の
で
生
徒
も
真

剣
で
す
よ
」
と
語
る
。

十
一
月
十
一
ｎ
．
十
二
日
は
、
新
校

ト
ー
調
壱
一
陰
３
昌
臓
ｉ
ｎ
し
、
７
↓
，
ソ
／
ヨ

顕

加
納
町
の
新
校
舎
へ
移
転
し
た
。

今
度
の
白
亜
の
ビ
ル
は
、
生
田
神
社

西
の
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
と
の
共
同
ビ
ル
で
、
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
も
お
な
じ
み
だ
っ
た
場
所
を
後

に
環
境
の
い
い
、
加
納
町
へ
移
り
、
ア

カ
デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
の
四
階
建
の
ビ

新装なった神戸ドレスメーカー女学院新装なった神戸ドレスメーカー女学院

ル
に
若
者
た
ち
の
声

が
響
い
て
い
る
。

さ
て
、
フ
ー
ノ
ッ
シ

ョ
ン
の
メ
ッ
カ
だ
と

さ
れ
て
い
る
神
戸
の

Ｚ
ノ
ッ
シ
ョ
ン
産
業

の
伸
び
は
全
国
的
に

も
注
Ｈ
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
服
飾
産
業

へ
い
ち
早
く
人
材
を

送
り
出
し
た
の
が
神

一
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー

女
学
院
だ
。
今
や
、

洋
裁
は
花
嫁
修
業
と

い
う
段
階
を
超
え
て

現
代
の
多
様
化
時
代

に
合
せ
た
教
科
内
容

で
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン

ジ
を
図
っ
て
い
る
。

福
冨
芳
美
院
長
は
、

「
神
戸
と
い
う
土
地

ル
に
若
者
た
ち
の
声

が
響
い
て
い
る
。

さ
て
、
フ
ー
ノ
ッ
シ

ョ
ン
の
メ
ッ
カ
だ
と

さ
れ
て
い
る
神
戸
の

Ｚ
ノ
ッ
シ
ョ
ン
産
業

の
伸
び
は
全
国
的
に

も
注
Ｈ
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
服
飾
産
業

へ
い
ち
早
く
人
材
を

送
り
出
し
た
の
が
神

一
戸
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー

女
学
院
だ
。
今
や
、

洋
裁
は
花
嫁
修
業
と

い
う
段
階
を
超
え
て

現
代
の
多
様
化
時
代

に
合
せ
た
教
科
内
容

で
イ
メ
ー
ジ
チ
ェ
ン

鏡
ノ
曇
・
』
２
－
劃
』
。

柄
を
考
え
る
と
、
マ
ス
プ
ロ
の
大
き
け

れ
ば
い
い
と
い
う
学
校
で
な
く
、
小
さ

く
て
も
レ
ベ
ル
の
あ
る
質
の
い
い
学
校

で
あ
る
方
が
ユ
ニ
ー
ク
だ
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
私
達
の
学
校
で
も
、
優
秀

な
教
授
陣
で
、
そ
れ
も
、
文
化
界
、
産

業
界
か
ら
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
々
を

講
師
に
迎
え
て
充
実
し
た
深
み
の
あ
る

人
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で

す
。
そ
れ
に
こ
れ
か
ら
の
時
代
は
、
一

人
一
人
の
個
性
の
表
現
と
し
て
服
飾
だ

け
で
な
く
、
視
野
を
広
げ
て
、
服
飾
産

業
と
し
て
捉
え
、
デ
ザ
イ
ン
、
パ
タ
ー

ン
メ
ー
キ
ン
グ
、
縫
製
指
導
、
マ
ー
チ

ヤ
ン
ダ
イ
ジ
ン
グ
か
ら
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
迄
可
能
な
完
ぺ
き
な
プ
ロ
と
し
て
の

人
材
づ
く
り
が
男
女
を
問
わ
ず
必
要
な

の
で
、
職
業
教
育
コ
ー
ス
〈
本
科
・
一

年
・
二
年
・
デ
ザ
イ
ナ
ー
科
〉
を
作
り

産
学
共
同
の
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

新
校
舎
は
専
門
教
室
が
多
く
〈
機
械
設

備
も
そ
ろ
え
て
い
ま
す
の
で
生
徒
も
真

剣
で
す
よ
」
と
語
る
。

十
一
月
十
一
ｎ
．
十
二
日
は
、
新
校

舎
で
学
園
祭
が
開
か
れ
、
Ｚ
ノ
ッ
シ
ョ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
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日
伯
親
善

サ
ン
バ
パ
ー
テ
イ

〃
ド
ラ
ゴ
ン
ド
ゥ
モ
ー
ル
〃
〈
海
竜
〉

と
い
う
名
前
迄
つ
い
て
し
ま
っ
た
こ
の

サ
ン
バ
チ
ー
ム
名
は
、
日
下
三
菱
重
工

に
ド
ッ
グ
ヤ
ー
ド
入
り
し
て
い
る
ブ
ラ

ジ
ル
船
ワ
シ
ン
ト
ン
号
の
シ
ー
マ
ン
達

約
十
人
ほ
ど
の
チ
ー
ム
。

さ
て
「
神
戸
っ
子
」
編
集
部
が
呼
び

か
け
て
つ
く
っ
た
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
チ

ー
ム
は
、
コ
ン
ガ
の
名
手
古
谷
哲
也
さ

ん
を
迎
え
て
の
若
い
お
嬢
さ
ん
あ
り
、

学
生
あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
あ
り
商
店

の
ご
主
人
あ
り
で
多
彩
な
チ
ー
ム
を
つ

く
っ
て
い
る
が
、
十
月
九
日
夜
、
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
の
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
に
お

い
て
こ
の
〃
ド
ラ
ゴ
ン
ド
ゥ
モ
ー
ル
〃

チ
ー
ム
と
の
交
歓
サ
ン
バ
パ
ー
テ
ィ
を

開
い
た
。

ブ
ラ
ジ
ル
時
間
と
い
う
の
を
ご
存
知

だ
ろ
う
か
、
六
時
の
集
合
が
一
時
間
お

く
れ
て
七
時
。

ブ
ラ
ジ
ル
領
事
館
の
副
領
事
、
文
化

担
当
の
藤
塚
さ
ん
ら
を
迎
え
て
、
サ
ン

バ
の
打
楽
器
を
響
か
せ
た
。

賑
や
か
な
サ
ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
合
せ

て
、
は
げ
し
い
サ
ン
バ
の
踊
り
、
い
ろ

ん
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
続
い
て
、
サ

ン
バ
の
リ
ズ
ム
に
合
せ
て
室
内
を
行
進

１
５７

１

篭懲

蕊溌蕊

☆
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
ス
ク
ー
ル

レ
ッ
ス
ン
案
内

指
導
古
谷
哲
也
〈
打
楽
器
奏
者
〉

会
費
入
会
金
一
○
○
○
円
一
カ
月

一
○
○
○
円
と
な
っ
て
い
ま
す

お
申
込
み
神
戸
っ
子
編
集
部

神
戸
市
葺
合
区
八
幡
通
五
丁
目
九
六

Ｋ
．
Ｅ
ビ
ル
４
Ｆ
雪
二
二
一
’
七
○

三
七

霞
毒

打
楽
器
を
響
か
せ
な
が
ら
の
唄
も
、

彼
等
の
パ
ン
チ
の
き
い
た
合
唱
は
、
本

場
の
香
り
充
分
。
マ
ン
ガ
家
の
た
か
は

し
も
う
さ
ん
、
花
柳
芳
次
郎
さ
ん
、
芳

恵
一
子
さ
ん
、
佐
藤
脈
さ
ん
を
は
じ
め

踊
り
は
手
な
れ
た
人
も
多
く
、
約
四
十

人
が
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
の
部
屋
中
を
辿

っ
て
踊
る
。

〃
ド
ラ
ゴ
ン
ド
ゥ
モ
ー
ル
〃
の
メ

ン
バ
ー
は
十
一
月
末
迄
滞
在
予
定
左
の

で
、
デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
中
川
宗
和
さ
ん

の
ご
好
意
を
う
け
て
、
十
一
月
の
月
曜

日
に
（
二
回
）
午
後
七
１
九
時
迄
、
こ

の
交
歓
レ
ッ
ス
ン
を
行
う
。

来
年
の
〃
神
戸
ま
つ
り
″
に
そ
な
え

て
開
く
こ
の
神
戸
っ
子
サ
ン
バ
ス
ク
ー

ル
に
ぜ
ひ
入
校
を
お
す
す
め
し
た
い
。

曇鶴亀噛耀

デキシーランドで開かれた神戸つ子サンバパーテイ
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蟻韓簿

１
５８

七
月
の
海
の
記
念
冊
を
機
に
ス
タ
ー

ト
し
た
〃
コ
ウ
ベ
シ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
〃

〈
キ
ャ
プ
テ
ン
陳
舜
臣
氏
〉
は
、
九
月

例
会
を
九
月
三
○
口
に
入
港
し
た
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
号
（
三
一
一
○
○
○
ト
ン
）
上

で
開
い
た
。

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
号
は
、
Ｐ
＆
Ｏ
の
船

で
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
イ
の
、
ス
ワ
イ
ヤ

，
マ
ッ
キ
ン
ノ
ン
の
ご
好
意
に
よ
っ
て
、

そ
の
サ
ロ
ン
で
、
折
か
ら
こ
の
船
で
横

レストランでティータイム

浜
か
ら
神
戸
ま
で
乗
船
さ
れ
て
い
る
副

キ
ャ
プ
テ
ン
の
小
川
直
彦
さ
ん
〈
医
師
〉

を
迎
え
て
、
船
旅
の
醍
醐
味
を
聞
き
、

チ
ー
フ
オ
フ
ィ
サ
ー
か
ら
船
の
特
色
や

航
路
な
ど
、
質
疑
応
答
も
加
え
て
の
船

談
義
に
花
が
咲
い
た
。

小
川
さ
ん
は
、
折
あ
ら
ば
短
期
間
を

職
業
柄
、
様
々
な
船
に
乗
っ
た
と
い
う

船
キ
チ
で
、
い
つ
の
ま
に
や
ら
瀬
戸
内

海
を
案
内
す
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
に
間
違
え

ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
な
ど
と
愉
快
な
船

キ
チ
ぶ
り
を
話
さ
れ
た
。

そ
の
後
船
内
の
見
学
を
、
マ
ッ
キ
ン

ノ
ン
の
佐
藤
さ
ん
に
案
内
を
う
け
て
廻

り
、
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
、
レ
ス
ト
ラ
ン

で
う
け
て
、
こ
の
日
の
会
を
終
え
た
。

こ
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
号
と
オ
ロ
ン
セ

イ
号
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
号
は
来
年
も
、
入
港

が
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
船
キ
チ
に
と

っ
て
今
年
も
っ
と
も
悲
し
む
べ
き
こ
と

は
、
Ｐ
＆
Ｏ
の
船
が
、
キ
ャ
ン
ベ
ラ
号

を
初
め
と
し
て
、
オ
ー
カ
デ
ィ
ス
・
ア

イ
ベ
リ
ア
・
チ
ュ
ー
サ
ン
号
な
ど
豪
華

客
船
が
、
Ｈ
本
寄
港
を
と
り
や
め
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
だ
。

な
に
し
ろ
千
人
の
乗
客
に
、
千
人
の

乗
務
員
が
必
要
な
こ
の
優
雅
な
船
旅
だ

か
ら
や
む
を
得
な
い
と
い
え
ば
そ
れ
ま

で
だ
が
何
と
も
惜
し
い
。

そ
の
内
、
神
戸
シ
ッ
プ
ク
ラ
ブ
で
、

地
中
海
ク
ル
ー
ズ
を
キ
ャ
ン
ベ
ラ
で
組

も
う
と
考
慮
中
。
こ
の
十
月
末
の
入
港

で
し
ば
し
の
お
別
れ
だ
。
ご
く
ろ
う
さ

ま
、
ま
た
逢
う
日
迄
さ
よ
う
な
ら

キ
ャ
ン
ベ
ラ
号
／
、

☆
コ
ウ
ベ
・
シ
ッ
プ
ク
ラ
ブ

事
務
肘
／
月
刊
神
戸
っ
子
編
集
室

神
戸
市
葺
合
区
八
幡
通
５
丁
目
恥

Ｋ
・
Ｅ
ビ
ル
４
Ｆ
雪
皿
’
七
○
三
七

副キャプテンの小川直彦さん（左）右はアルカディア号のチーフオフイサー

霞

騨穏
13鰹Ｉ

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
号
上
交
歓
会

神
戸
シ
ッ
プ
ク
ラ
ブ

；

鍵
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態

秋。新しいイメージ作りのおてつだい

★ヨーロッパのトッブモードの直輸入を服部メガネか
オリジナルパターンに。

★坐寅なストックで度付カラーレンズがすぐできます

☆・

顕微鏡・天体望遠鏡・航海計器・光学器一般

服部メガネ店儲
Ｌムヒ.

神戸・大丸前ＴＥＬ３３１－１１２ｅ

名門の風格
ひとつぶ、ひとつぶゼイタクにつくられた手づくりの味

Iこし三号働里マＪこり
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